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第１章 基礎情報 

1 計画策定の概要 

（１）計画策定の概要・位置付け 

甲州市（以下「本市」という）は、豊かな自然に恵まれています。しかし、様々な環

境の悪化が懸念され、特に近年の地球温暖化問題については、私たちの日々の生

活や事業活動に伴って引き起こされており、その解決に向けては、一人ひとりの行

動や地域での取り組みがとても重要となっています。甲州市環境基本計画（以下

「本計画」という）は、かけがえのない環境の保全と創造に向けた長期的な目標と

施策の方向性を示し、甲州市環境基本条例で定める基本理念の実現を目的として

策定しております。 

国・県の環境基本計画や甲州市総合計画との整合性を図り、国の環境基本計画

でアプローチされている持続可能な開発目標（SDGs）や地域循環共生圏の考え

方を取り入れます。                   

本計画は甲州市地球温暖化対策実行計画（区域施策編・事務事業編）と一本化し

策定しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1.1 本計画の位置付け 
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（２）計画の策定期間 

本計画の期間は、令和６（2024）年度から令和 15（2033）年度までの 10 年

間とします。甲州市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）は、平成２５（2013）年

度を基準とし、令和１２（2030）年度を中期目標、令和３２（2050）年度を長期目

標としています。甲州市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）は、令和

6(2024)年度から令和 15(2033)年度までの 10年間としています。 

なお、本市の環境を取り巻く状況の変化等を踏まえ、必要に応じて計画の見直し

を行います。 

本計画の対象地域は、市全域を対象とします。対象とする主体は、市民、事業者、

滞在者及び市とします。 

 

（３）環境を取り巻く情勢 

 

環境に関する情勢 

●持続可能な開発のための 2030アジェンダの採択 

2015年 9月の国連サミットで、発展途上国と先進国を含む全ての国に適用さ

れる普遍的な目標として、持続可能な開発目標（SDGs）を中核とする「持続可能

な開発のための 2030アジェンダ」が採択された。 

SDGs（持続可能な開発目標）は、2030 年までに達成するために掲げられた 

目標。持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから 

構成されている。 

●パリ協定の採択 

2015 年の国連気候変動枠組条約第 21 回締約国会議(COP21)で採択され

た「パリ協定」により、世界共通の努力目標として 21 世紀後半に世界全体の脱

炭素化（温室効果ガスの排出量と吸収量の均衡）達成が掲げられた。また、世界

共通の長期目標として、産業革命前（19 世紀後半）からの世界の平均気温上昇

を 2℃より十分下方に抑えるとともに、1.5℃に抑える努力を継続することが掲

げられた。 

●IPCC第 6次評価報告書 統合報告書の採択 

2023年 3月の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 58回総会で、第 6

次評価報告書の統合報告書が採択された。内容は以下の通り。 

・人間活動が主に温室効果ガスの排出を通して地球温暖化を引き起こしてきたこ

とには疑う余地がなく、1850〜1900 年を基準とした世界平均気温は 2011

〜2020年に 1.1℃の温暖化に達した。 

・大気、海洋、雪氷圏、及び生物圏に広範かつ急速な変化が起こっている。人為的

な気候変動は、既に世界中の全ての地域において多くの気象と気候の極端現

象に影響を及ぼしている。このことは、自然と人々に対し広範な悪影響、及び関

連する損失と損害をもたらしている。 

・2021 年までに発表された「国が決定する貢献（NDCs）」によって示唆される

2030 年の世界全体の温室効果ガス排出量では、1850〜1900 年を基準と

した世界平均気温は温暖化が 21 世紀の間に 1.5℃を超える可能性が高く、温

暖化を 2℃より低く抑えることがさらに困難になる可能性が高いと報告され

た。 

表 1.1 環境を取り巻く情勢 
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2 市の地域特性 

（１）市の概要・土地利用 

本市は、山梨県の北東部、甲府盆地の最東端に位置し、山梨市、笛吹市、大月市、

小菅村、丹波山村、埼玉県秩父市に接しています(図 1.２)。本市の総面積は、

264.11㎢で、山梨県の総面積の約 5.9％にあたります。土地利用の状況は、宅 

地 7.69 ㎢（2.9％）、農用地 19.9 ㎢（7.5％）、森林など 213.4 ㎢（80.8％）、

その他 23.12㎢（8.8％）となっています。 

市内を流れる笛吹川、重川、日川等によって形成された複合扇状地等の緩やか

な斜面が市域の南西部に広がり、水はけのよい大地を形成し、内陸性気候の特性

とともに果樹栽培に適した地域となっています。これを活かしたブドウ、モモ、カキ

等の果樹栽培を中心とした農業が基幹産業となっており、品質、生産量ともに日

本有数の産地となっています。また、秩父多摩甲斐国立公園に指定される豊かな

自然をはじめ、ワイン等の特産品、歴史的文化遺産を有しています。こうした資源

を活かした体験型観光等の新しい観光振興の動きがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.２ 本市位置 

出典：甲州市まちづくりプラン（第 2次甲州市総合計画） 

       甲州市 HP 
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（２）交通 

市内には、勝沼 IC や高速バス停留所があり、東京都心まで約１時間 30 分の立

地となっています。鉄道は、JR 中央本線が運行されており、塩山駅、勝沼ぶどう郷

駅、甲斐大和駅があります。特急停車駅である塩山駅から新宿駅までの所要時間

は、約１時間 30分です。 

市内の交通は、高速バスや鉄道の他に市民バス 8路線、民間バス 3 路線があり

ます。市内のタクシーは 5 社が運行しており、このうち 2 社がデマンドバスの運行

もしています。また、レンタサイクルがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.３ 本市アクセスマップ 

出典：山梨県甲州市観光協会 ぐるり甲州市 HP 
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図 1.５ 月日照時間（1991～2020 年までの過去 30 年間の平均）

年） 

図 1.４ 気温及び降水量（1991～2020年までの過去 30年間の平均） 

（３）気象概要 

夏は最高気温約 40℃、冬の最低気温は 0℃を下回ることもあり、気温の年較

差が大きいと共に、一日を通しての気温の日較差も大きい盆地特有の気候を有し

ています。 

30 年間（1991～2020 年）の年平均降水量は 1106.2mm と、全国平均

1661.5mm と比較し少なくなっています。また、日照時間が長く晴天に恵まれる

傾向があり、30 年間の年平均日照時間は 2209.3 時間と、全国平均 1915.9

時間と比較し多くなっています(図 1.４、図 1.５、表 1.2)。 
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図 1.６ 年平均気温推移(1978～2022年) 

 

 

 

 

 

 

長期的に見ると、年平均気温は上昇傾向にあり、真夏日の年間日数も上昇傾向

にあります（図 1.６、図 1.７)。よって、本市においても日本全体の傾向と同じく気

候変動が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 降水量 日照時間 

全国平均 1661.5mm 1915.9時間 

本市 1106.2mm 2209.3時間 

図 1.７ 真夏日(最高気温 30度以上)の年間日数推移(1978～2022年) 

出典：気象庁過去の気象データ（観測点：甲州市 勝沼） 

出典：気象庁過去の気象データ（観測点：甲州市 勝沼） 

表 1.2 降水量・日照時間（1991～2020年までの過去 30年間の平均） 
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図 1.８ 本市の果樹栽培面積・収穫量・販売額（平成 27年） 

図 1.９ 本市の農業生産額・農業就業人口の推移 

(4)農業 

峡東地域（甲州市・笛吹市・山梨市）の農業は、日本農業遺産、世界農業遺産に認

定されており、ブドウ、モモ、スモモ、カキ等をはじめとした果樹農業は、生産量や

質の高さにおいて全国有数の産地です。また、シャインマスカット等の販売単価の

向上により、収益性の高い農業経営が可能となっています(図 1.８)。 

しかし、本市の農家戸数は減少傾向であり、農業従事者においては 25 年間（平

成 2年～平成 27年）で約 3,100人減少しています(図 1.９)。また、平成 27年

度の本市における農業人口年齢層については、70 歳以上が 48.0%を占めてお

り、高齢化が顕著に表れています。また、49 歳以下が 10.7％と少なくなってい

ます。令和 12 年度には、70 歳以上が 61.1%、49 歳以下が 5.2％で農業従事

者の高齢化がさらに進むと予測されています。 

一方で農業生産額は、平成 2年から平成 27年まで概ね 100億円程度で推移

しており、農家戸数は減少しているものの、生産額は、横ばいとなっています(図 1.

９)。農地面積については、平成 2 年度は 2,088ha、平成 27 年度は 1,482ha

となっており、606ha減少しています。 

これらの状況を踏まえ、本市の農業の維持・発展にむけて、「甲州市農業ビジョン」

（令和 2 年策定）では、「次代につなぐ、農業遺産のまち甲州」を 10 年後に目指す

農業の姿としています。基本方針として「担い手の確保と育成」、「儲かる農業のた

めの環境整備」、「農地の確保と有効利用」に重点を置き、農業振興に取り組んでい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：甲州市 6次産業化推進戦略 

出典：甲州市農業ビジョン 
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図１.10 本市の部門ごとの年度別CO₂排出量 

(５)CO₂排出量 

2020 年度における本市の温室効果ガス排出量は 16５千 t-CO₂であり、基準

年である 2013 年度と比較すると約 27%減少しています。また、市民１人当たり

の排出量は、2020 年度 5.4t-CO₂であり、基準年の 2013 年度の市民 1 人当

たりの排出量（6.6t-CO₂）と比較すると約 18%減少しています。 

温室効果ガス排出量を部門別に見ると、2020 年度では、運輸部門（74.3 千

t-CO₂）・家庭部門（38.4 千 t-CO₂）・業務部門（29.9 千 t-CO₂）・産業部門

（19.6 千 t-CO₂）・廃棄物部門（２.９千 t-CO₂）となっています。人口減少等に伴

い、各部門の排出量は全体的に減少傾向にあります（図１.10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：自治体排出量カルテ 

 

 

＊各部門の構成比は四捨五入した数字であり、各部門の合計が 100％にならない場合があります。 
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図1.11 本市の2020年度における部門別CO₂排出量 

図1.12 本市の2020年度における産業部門全体に占めるCO₂排出量の割合 

2020 年度における本市の部門別 CO₂排出量割合は、下記の図 1.11 の通り

です。運輸部門が全体の約 45％を占めています。次いで家庭部門が約 23％、業

務部門が約 18%、産業部門が約 12％、廃棄物部門が約 2％の順となっています。

全国平均では、産業部門が 43％、運輸部門が 19％であるのに対して、本市の産

業部門は 12％と低く、運輸部門は 45％と高い結果となっています。2020 年度

における本市の産業部門全体に占める CO₂排出量の割合は製造業 60％、農林

水産業 29％、建設業・鉱業 11％となっています（図 1.12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省 自治体排出量カルテ 
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図１.13 甲州市民アンケート結果 

3 目指す環境像 

本計画では、目指す環境像を、「未来につなぐ 果樹園交流のまち ゼロカーボン

シティ甲州」とします。深刻な環境問題である、地球温暖化の防止に向けたゼロカ

ーボンシティと、アンケート結果（＊）で、本市の環境について、周辺の自然や、果樹

園の景観が良いとの回答が多かったため、目指す環境像に反映しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果：住まいの周辺の環境について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊アンケート結果の詳細は、p.53～p.7９に記載しています。 

「未来につなぐ 果樹園交流のまち 

ゼロカーボンシティ甲州」 

果樹園： 

本市は、日本のブドウ栽培の発祥の地とされ、果樹栽培を中心とした農業が基

幹産業となっている。年間を通じて様々な果実が産出され、四季折々の美しさ

を見せる果樹園の景観は、峡東地域の扇状地に適応した果樹農業システムとし

て、世界農業遺産に認定されている。 

 

ゼロカーボンシティ： 

本市は、2021 年に山梨県と県内の全 27 市町村共同で「やまなしゼロカーボ

ンシティ宣言」を行い、2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指して

いる。 

住まいの周辺の 

環境について 

「満足」「どちらかと 

いうと満足」と回答 

一般：80.1% 

中学生：98.3% 

• 身近な所に里山や河川がある 

• 果樹園の景観が良い 

理由 
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第２章 基本方針 

1 基本方針の概要 

「目指す環境像」を実現するための施策として、国や山梨県の環境基本計画、市

民アンケート・事業者ヒアリングの結果より、５つの基本方針を定め、基本方針がも

つ環境要素について基本施策を定めました。 

 

 

①豊かな自然との共生 

基本方針 環境要素 

廃棄物 

環境教育・環境学習 

②景観・生活環境 

の保全 

③地域循環共生圏の形成 

④環境教育の推進 

⑤気候変動への対応 

基本施策 

農地・果樹園 

森林 

3Rを通した循環型社会システムの実現 

自然にやさしく心豊かな人材育成 

再エネの利用や省エネの取り組みによる 

地球温暖化の緩和 

まとまりある農地・果樹園の保全 

自然あふれる健全な森林づくり 

各主体による環境保全活動 自立し、ともに協力しあう環境の醸成 

都市的環境 身近な快適環境の整備 

まち美化 まちへの誇りとマナー・モラルの向上 

河川・水辺 潤いを与える水辺づくり 

動植物・生態系 健全な生態系・生物多様性の維持 

大気質、音・振動、におい 安心で良好な生活環境づくり 

水・土壌環境 生命を支える水・土壌の保全 

区域施策編 

事務事業編 

気候変動への適応策 様々な分野における気候変動に対する適応 
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2 基本方針の内容 

①豊かな自然との共生 

 

 
 

取り組み内容 

 

森林の保全・育成 

本市が有する広大な森林を保全・育成するため、計画的な森林整備、民有林の適

切な管理・有効活用、間伐材・地場産材の利活用等の取り組みを促進します。 

 

森林の多面的機能の理解促進 

森林に関する理解促進のため、レクリエーションの場としての整備・活用や、市民

や観光客への意識啓発に取り組みます。また、近年、全国で発生している豪雨災害

などの被害を阻止するためにも、山地災害に強い森づくりを推進します。 

 

河川の整備・美化 

清らかな渓谷から生活に身近な河川まで、本市には大小様々な川が流れていま

す。安全・安心な河川づくりに向け、環境に配慮した河川整備に取り組みます。また、

市民と協働で河川美化活動に取り組み、河川の水質・生態系の保全に努めます。 

 

水質汚濁の防止、適切な水利用の推進 

市民が安心して地域の水資源を利用できるよう、定期的に河川の水質状況を把

握するとともに、生活排水や事業活動による水質汚濁防止に努めます。また、限り

ある水資源を守るため、節水行動の促進に取り組みます。 

 

土壌の保全 

本市の豊富な地下水を保全するため、地下水質の定期的な調査を行います。ま

た環境保全型農業を推進し、基幹産業である農業に欠かせない土壌を保全します。 

①豊かな自然との共生

森林 自然あふれる健全な森林づくり

河川・水辺 潤いを与える水辺づくり

動植物・生態系 健全な生態系・生物多様性の維持

水・土壌環境 生命を支える水・土壌の保全

【主に関連するSDGs 17のゴール】
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野生生物の適切な保護・保全・管理 

野生生物の保護・保全・管理を通じ、市民の事業や生活に悪影響を与える鳥獣害

の対策に取り組みます。また、生物の生息空間の保全のため、関係機関と連携し、

開発における環境負荷の低減や、里山の適切な保全に努めます。 

 

生物多様性の保全 

特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律に基づき、外来種

の移入・拡大の防止に向け、情報提供・指導・啓発に努めます。また、生物多様性に

関する理解に向け、様々な活動を促進します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 計画的な森林施業・基盤整備の促進 

• 所有者不在の森林の整備 

• 水害に強い河川づくり 

• 河川・水辺の美化や生態系の保全 

• 計画的な生活排水処理施設の整備実施 

• 水質・土壌の汚染の防止 

• 希少生物の保護・保全 

• 外来種の移入及び拡大の防止 

課題 

図 2.1 大菩薩嶺 

出典：ぐるり甲州市 
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②景観・生活環境の保全 

 

 
 

取り組み内容 

 

農地の有効活用 

本市の課題でもある耕作放棄地の増加を抑制するため、耕作放棄地の現状把握、

有効活用を促進します。また農地を都市住民との農村交流の場として活用するた

め、グリーンツーリズム等の取り組みを推進します。 

 

環境保全型農業の促進 

環境に配慮した農業を促進するため、環境保全型農業の取り組み支援、農業関

連廃棄物の適正処理、安全・安心な農産物のブランド化（4 パーミル・イニシアチブ、

やまなしGAP等の認証取得）に取り組みます。 

 

農業の担い手の育成・確保 

農業の担い手不足の解決に向け、後継者の確保や後継者が就農しやすい基盤整

備に取り組むほか、新規就農者や企業に対する農業参入を促進します。 

 

食育の推進 

共食や食文化の継続、食品の安全性、地産地消等の食の循環や環境を意識した

取り組みを推進します。様々な「食」を通じて、あらゆる機関が相互に連携した食育

を推進し、豊かな人間性をはぐくむことを目指します。 

 

良好な大気質の維持・管理 

農業による公害防止のため、不適切な野焼き防止の指導や法令順守・マナーの

徹底を促進するほか、農地周辺の住宅地における大気質保全の指導・啓発・理解促

進に取り組みます。また、事業活動や自動車走行に伴う大気汚染防止に取り組み

ます。 

 

 

【主に関連するSDGs 17のゴール】
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騒音や振動、悪臭の防止対策 

「環境基本法」「騒音規制法」「振動規制法」「悪臭防止法」およびその下位法令に

基づき、騒音や振動、悪臭の防止対策を行います。 

 

有害化学物質等への対応 

事業者による有害化学物質（ダイオキシン類、ベンゼン、ポリ塩化ビフェニル等）

の適切な管理、リスクコミュニケーションを促進します。 

 

美化活動 

市民・事業者による環境美化運動を推進し、市民のマナー順守やモラル向上に

努めます。また、ごみの回収体制の整備や、看板・広報紙等による意識啓発等を行

い、ポイ捨て・不法投棄の防止に努めます。 

 

公園の充実と維持管理 

環境や生態系に配慮し、市民が安心して利用できるような公園の整備・維持管

理に努めます。 

 

市街地における歩行空間の最適化 

道路の整備や街路灯の設置等、安全な歩行環境の整備に取り組みます。 

 

 
 

• 耕作放棄地化の防止と有効利用 

• 環境保全型農業の推進 

• 農業振興と農作物のブランド化 

• 不適切な野焼き防止等の指導、法令順守やマナーの徹底 

• 農業や畜産業に対する周辺住民の理解促進 

• 幹線道路沿道における騒音対策の働きかけ 

• ごみの不法投棄の抑制、未然防止 

• 景観・生活環境の保全に関するマナーの順守、モラルの向上 

• 安全・安心で身近な公園整備 

• 歩行空間整備の推進 

課題 

図 2.2 勝沼ぶどう郷からの景色 

出典：ぐるり甲州市 
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③地域循環共生圏の形成 

 
 

 
 

取り組み内容 

 

ごみの排出抑制 

家庭や事業者から出るごみ排出量の削減に取り組むとともに、海洋汚染や生態

系への影響が問題となっている海洋プラスチックごみの削減に努めます。 

 

再利用・再生利用の促進 

果樹園・公園・街路樹の剪定枝や落ち葉のチップ化・たい肥化や、食品残さの再

利用、リサイクルステーションの活用を通じ、市内における廃棄物の再利用・再生利

用を促進します。 

 

ごみ処理の適切な仕組みづくり 

分別排出の徹底等、適切なごみ処理体制づくりに取り組みます。また災害時に

は、適正・迅速な廃棄物処理を実施できるよう、事前に体制を構築します。 

 

 
 

 

【主に関連するSDGs 17のゴール】

• ごみ排出量の削減、市民・事業者・市が一体となった 3Rの推進 

• 分別の徹底や生ごみの自家処理の推進 

• 産業廃棄物・使用済み家電の適正処理の啓発・促進 

課題 

図 2.3 リサイクルステーション 
出典：甲州市ホームページ 
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④環境教育の推進 

 

 
 

取り組み内容 

 

地域の環境資源を活かした環境教育・学習の向上・推進 

市民や次代を担う子どもたちへの、自然環境・循環型社会についての教育を行

い、環境に対する正しい知識の理解を促進し、自主的に活動ができる人材の育成

に取り組みます。 

 

情報公開・情報提供の推進 

市民や事業者に対し、本市の環境や先進的な環境活動に関する情報を広報誌や

ホームページ、ごみ分別アプリ等を通じて提供します。 

 

環境パートナーシップの推進 

市民の自主的なコミュニティ活動を支援するとともに、市民・事業者・市が協働

する環境保全活動をさらに取り組んでいきます。 

 

 
 

 

環境教育・環境学習

④環境教育の推進

自然にやさしく心豊かな人材育成

各主体による環境保全活動 自立し、ともに協力しあう環境の醸成

【主に関連するSDGs 17のゴール】

• 地元の環境に精通した環境教育の指導者の育成 

• 市民や事業者の主体的な環境学習に関する支援 

• 主体的に環境の保全活動に取り組む人材育成 

• 各主体の連携や協働を促進する体制づくりや支援 

課題 
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⑤気候変動への対応 

 

 
 

取り組み内容 

 

地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

 公共施設・住宅の低炭素化、BCP対応 

 果樹園の低炭素化 

 太陽光・中小水力・バイオマス発電等の開発、熱利用の促進 

 移動手段の低炭素化 

 循環型社会の確立、森林吸収の促進・環境教育 

 

地球温暖化対策実行計画（事務事業編） 

 省エネルギーの取り組み 

 再生可能エネルギー（再エネ）の導入 

 適切な保守・管理、運用の改善 

 広報活動 

 

気候変動への適応策（地球沸騰化への対応） 

 熱中症対策 

 農林業対策 

 自然災害対策

⑤気候変動への対応

再エネの利用や省エネの取り組みによる
地球温暖化の緩和

区域施策編

事務事業編

気候変動への適応策 様々な分野における気候変動に対する適応

【主に関連するSDGs 17のゴール】

• 家庭における二酸化炭素排出量削減に向けた取り組みの徹底 

• 事業者に対する二酸化炭素排出量削減に向けた方策の立案 

• 再生可能エネルギー（再エネ）の普及促進 

課題 
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第３章 地球温暖化対策実行計画 

１ 地球温暖化対策実行計画 （区域施策編） 

（１）将来ビジョン 

再エネの導入や省エネの施策を実施するにあたり、地域課題の解決や、地域資

源・経済の循環促進等の地域振興へつなげることが重要です。 

本市では、ゼロカーボン推進の基本施策を、図３.１に示す施策体系のもとに推進

します。脱炭素化の柱となる５つの施策として、「①公共施設・住宅の低炭素化、

BCP 対応」、「②果樹園の低炭素化」、「③太陽光・中小水力・バイオマス発電等の開

発、熱利用の促進」、「④移動手段の低炭素化」、「⑤循環型社会の確立、森林吸収の

促進・環境教育」を策定しました。 

  

 

  

図３.１ 脱炭素化の柱となる５つの施策 
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図３.２ 将来ビジョン 

柱となる５つの施策のつながりや主な取り組みから、将来ビジョンを作成しまし

た（図３.２）。再エネの導入・普及を核に、新しいエネルギーや、資金の流れを創出し

ます。さらに、災害対策の充実、産業の活性化、交通利便性の向上、環境保護等に

取り組み、地域資源・経済の好循環を生み出すことをイメージしています。 
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図３.３ ゼロカーボンシティ甲州（2050年の本市イメージ） 

図３.４ 脱炭素施策における役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱炭素の実現には市民・市内事業者・電力/エネルギー会社、そして行政が連携し

協力することが不可欠です。柱となる５つの施策における、それぞれの役割を  

図３.４に示します。 
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図３.５ ロードマップ 

施策①～⑤の各施策内容について、将来ビジョンの実現に向けてロードマップ

を作成しました（図３.５）。 

短期的には足元で実施されている ZEB化・ZEH化のさらなる促進や太陽光発

電の普及促進等を行います。中長期的には、太陽光、中小水力発電の設営、バイオ

マス燃料の活用、移動手段の低炭素化等に取り組むことを想定しています。 

2050 年ゼロカーボン達成のためには、各施策を段階的かつ長期的に取り組む

必要があります。 
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（2）ゼロカーボン施策 

 

施策①：公共施設・住宅の低炭素化、BCP対応 

施策①では、公共施設の低炭素化・ZEB 化、企業事務所と住宅の低炭素化・

ZEB化、太陽光発電の PPAモデル普及促進を推進していきます（図３.６）。 

EMS によるエネルギー利用の最適化や、LED 等の省エネ機器の導入によるエ

ネルギー消費量の削減、太陽光発電・蓄電池導入による再生可能エネルギーの有

効利用による脱炭素化を目指します。  

太陽光発電・蓄電池の導入は脱炭素化のみならず、BCP対応につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業や住宅における太陽光発電・蓄電池設備導入を支える仕組みとして、 

第三者所有モデルというものが存在します。これは、サービス提供者である電力 

会社やメーカーが太陽光発電・蓄電池設備等を住宅や企業施設等に初期費用 

無料で設置し、電力購入契約(Power Purchase Agreement：PPA)を結ん 

で発電電力を供給する仕組みです。 

第三者所有モデルの利用者(市民や企業)は、サービス提供者である電力会社 

やメーカーと 20年程度の電気契約を結ぶ必要があり、太陽光発電設備等は 

一定期間後に無料譲渡されます(それまでの期間はサービス提供者が所有)。 

第三者所有モデルの利用者には初期費用・設備メンテナンス無料、電力料金 

削減、停電時の電源確保、環境価値創出等の利点があります。 

 

 

 

 

～PPA モデルとは～

 

図３.６ 第三者所有モデルのスキーム 
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短期的に、公共施設の屋根上で、太陽光パネルが置ける場所を選定します。特に、

公共施設が新築・改修される場合は低炭素化、ZEB 化を検討していきます。事業

者・市民向けには ZEB・ZEH 化等に関する情報発信を強化し、事業者・市民と共

に PPA事業や ZEB化・ZEH化を拡大していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.７ 施策➀：事業イメージ 

図３.８ 施策➀：施策スケジュール 
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施策②：果樹園の低炭素化 

  施策②では、市内の果樹農家等を対象に 4 パーミル・イニシアチブの普及・促進

支援を行います（図３.９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

短期的に、4 パーミル・イニシアチブの情報発信を強化し、ブランド化を推進しま

す。果樹農家と共に 4 パーミル・イニシアチブの実施を拡大します。中長期的に、バ

イオマス燃料の使用等、再エネを活用した果樹園の低炭素化に関する情報発信、補

助金整備、相談窓口の設置等を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.９ 施策②：事業イメージ 

図３.１０ 施策②：施策スケジュール 



 

26 

 

施策③：太陽光・中小水力・バイオマス発電等の開発、熱利用の促進 

施策③では、再エネ発電設備の導入を推進します。また、再エネ発電設備の導入

に向けた現地調査や合意形成を行います（図３.１１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期的に、机上検討済の再エネポテンシャルに関して、現地調査等を進め導入ポ

テンシャルの精査を進めます。再エネ開発事業者等と共に、周辺住民への説明、合

意形成を進めます。 

中長期的に、事業者と共に、太陽光発電・中小水力発電・バイオマス発電の開発

を実施します。また、公共施設での電気使用では再エネの使用を優先し、化石燃料

使用に関してはバイオマス燃料等への代替を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.１２ 施策③：施策スケジュール 

 

 

図３.１１ 施策③：事業イメージ 



 

 

27 

 

施策④：移動手段の低炭素化 

施策④では、市内の交通手段の低炭素化や、輸送距離を短縮する支援を実施し

ます（図３.1３）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期的に、市内の交通手段の低炭素化に関連して、自転車利用の促進、EV（電

気自動車）等の普及推進を図ります。インターネット通販の利用増等による配達ト

ラックの輸送距離増加を短縮する支援のために、宅配ボックス購入補助等を実施

します。市民と共に、輸送距離の短縮を進めます。中長期的に、EV 等を活用した公

共交通の脱炭素化を実施します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.１３ 施策④：事業イメージ 

図３.１４ 施策④：施策スケジュール 
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施策⑤：循環型社会の確立、森林吸収の促進・環境教育 

施策⑤では市民や次代を担う子どもたちへの環境教育を推進し、森林整備等の

保全活動や循環型社会の確立を行います（図３.１５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民や次代を担う子どもたちへの、自然環境・循環型社会についての教育を行

い、環境に対する正しい知識の理解を促進します。さらに、重要な CO₂吸収源で

もある森林の整備、環境保全・モニタリングを行い、循環型社会を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.１５ 施策⑤：事業イメージ 

図３.1６ 施策⑤：施策スケジュール 
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図３.１７ 将来シナリオの設定 

図３.１８ 本市のBAUシナリオ 

（3）将来推計と目標 

本市における 2050 年ゼロカーボン実現に向けた将来シナリオを設定します。

まず、①BAU（Business as usual）シナリオを設定します。排出削減に向けた

追加的対策を行わず、省エネ技術の進展や再エネの導入が進まない場合です。

BAU シナリオは、今後の産業活動や人口等の動向のみを反映することで、自然体

のまま排出量が推移するシナリオになります。本市の BAU シナリオでは、基準年

度の 2013 年度比で、2030 年度 27％減、2050 年 34％減で推移します（図

３.１７、図３.１８）。 
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図３.１９ 本市の低炭素シナリオ 

図３.２０ 本市の脱炭素シナリオ 

つぎに、②低炭素シナリオを設定します。国の「地球温暖化対策計画」各種省エネ

対策における CO₂削減量を本市に反映した場合です。例をあげると、省エネ性能

の高い設備・機器等の導入促進による、国の CO₂削減量を本市/全国で按分して

算出します。さらに、本市の民有林による CO₂吸収量を反映しています（図３.１９）。 

本市の森林面積 21,105ha のうち、県有林は 10,421ha、都有林は

5,608ha、民有林は 5,076haです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、③脱炭素シナリオを設定します。国の CO₂削減目標 2030 年度 46％

減・2050 年 100％減 (2013 年度比)を本市の CO₂削減目標とすると、

2050 年は 54 千(t-CO₂)を追加で削減する必要があります（図３.２０）。2030

年度は、国の目標である 2013年度比 46％以上削減を進めます。2050年ゼロ

カーボン達成に向けて自然との共生を図り、様々な再エネの導入可能性を検討す

ることが重要になります。 
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図３.２１ 本市の将来推計と施策 

本市では、国の目標を達成できる２０３０年度「２０１３年度比で CO₂排出量を

４８％減」、2050年「ゼロカーボン・実質 CO₂排出量 100％減」を将来目標に設

定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030年度
(48％減)

国の目標「2013年度比でCO₂排出量を46%減、50％の高みを目指す」を達成できる
CO₂削減シナリオとして48％減の目標とする。下記などを参照し算定

◼太陽光発電の再エネ導入を進める。現状増加ペースを継続

◼やまなし小水力ポテンシャルマップの中で、本市10カ所の総ポテンシャル量の20％を設備導入

◼全公共施設の燃料消費によるCO₂排出量5％をバイオマス燃料に置き換える

2050年
(ゼロカーボン)

国の目標「2050年ゼロカーボン・実質CO₂排出量100%減」を達成できるCO₂削減シナリオとして、
下記などを参照し算定

◼太陽光発電は、環境省REPOS太陽光(建物系)導入ポテンシャルの40％に導入
＊山梨県地球温暖化対策実行計画では2030年度時点で上記ポテンシャルの1/3に導入

◼バイオマスは全公共施設の燃料消費量50％をバイオマス燃料に置き換える

◼やまなし小水力ポテンシャルマップの中で、本市10カ所の総ポテンシャル量の50％を設備導入

203０年度目標 
 

「20１３年度比で CO₂排出量を 48％減」を達成 

 

2050年目標 
 

「2050年ゼロカーボン」を達成 
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図３.2２ 本市の再エネ導入目標 

本市の 2030年度の再エネ導入目標は、2030年度の目標「2030年度に

2013年度比で CO₂排出量を 48％削減」を基として作成しました。6千 t-CO₂

を追加削減します（太陽光・中小水力・バイオマス）。 

中小水力発電は、やまなし小水力発電推進マップの本市該当地点 10カ所の

20％ に設備導入し、全公共施設の燃料消費による CO₂排出量 5％をバイオマス

燃料に置き換えます。 

2050年の目標は、「2050年にゼロカーボン・実質 CO₂排出量０」を基として

作成しました。56千 t-CO₂を追加削減します（太陽光・中小水力・バイオマス）。 

太陽光発電は、環境省 REPOSの太陽光(建物系)導入ポテンシャルの 40％に

導入し、中小水力発電は、やまなし小水力発電推進マップの本市該当地点 10カ所

の 50％ に設備導入し、全公共施設の燃料消費による CO₂排出量 50％をバイオ

マス燃料に置き換えます。 
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図３.2４ 環境省REPOSによる本市の再エネ導入ポテンシャル 

図３.2３ 本市の再エネ導入実績（2020年度） 

本市では、太陽光発電 24.9MW、中小水力発電 0.1MW と合わせて

25.0MW の再エネ導入実績があります（図３.2３）。環境省の再エネ情報提供シス

テム（REPOS）によると、本市では太陽光発電、中小水力発電等の再エネ導入ポテ

ンシャルがあると示されています（図３.2４）。導入ポテンシャルの数値に関しては、

課題もあります。例えば、太陽光発電（建物系）では、市内の建物の GIS 情報より

取得したポリゴン面積に設置可能面積算定係数を乗じて、設置可能面積を算出し

た数字です。現地の建物を調査すると、現在の技術では、屋根上に設置不可能な

場所も含まれているので、このような課題を考慮する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊〇：短期的な重点項目  △：2050年を見据えた長期の導入項目 

出典：自治体排出量カルテ 

        再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS） 
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図３.2５ やまなし小水力発電推進マップ 本市該当箇所 

山梨県で、「やまなし小水力発電推進マップ」を作成し、中小水力発電の有望な

98 地点をリストアップしています。本市は、下記の 10 地点が該当しています（図

３.2５）。 

設備導入に関しては、課題もあります。中小水力発電のサービス提供会社にヒア

リングした結果、下記の地点の中には机上検討の現状では、設備導入が困難な地

点も含まれているとの回答がありました。現地調査を進めポテンシャルの精査を

進める等、導入に向けて課題を解決していくことが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

35 

 

図３.2６ 本市の太陽光発電導入等に関する課題・アプローチ 

図３.２７ 本市のバイオマス導入等に関する課題・アプローチ 
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図３.２８ 本市における2030年度の建物への太陽光発電導入目標イメージ 

図３.２９ CO₂1トンのイメージ 

CO₂１トンは、日本人１人あたりの 

年間CO₂排出量の約半分 

CO₂１トンは、杉の木 約71本が 

1年間に吸収するCO₂量 

CO₂１トンの体積は              

25ｍプールひとつ分の体積と同じくらい 

本市における 2030年度の建物屋根上への太陽光発電設備の新規導入目標は、

約 2.8MW になります（2020 年度以降）。導入目標の目安は、下記の図の通り、

約 690 軒の建物屋根上への新規導入を想定しています。建物の中で、戸建住宅

に関しては約 241 戸への新規導入を想定しています。これは 2030 年度までに、

世帯数の約 1.8％が、太陽光発電設備を新規導入するイメージとなります（世帯数

は 2020年 4月 1日現在）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸建て住宅 1 軒の屋根上に太陽光発電設備（4kW）を設置すると、年間の CO₂

削減量は約 2.6 トンとなります。 

CO₂１トンは、日本人 1 人あたりの年間 CO₂排出量の約半分であり、杉の木約

71本が 1年間に吸収する CO₂排出量に相当します。CO₂1 トンは、２５mプール

ひとつ分の体積になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：中部経済産業局 
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図３.３０ 環境学習イベント 図３.３１ ごみ分別アプリ 

図３.３２ 再生可能エネルギー（再エネ）の概要 

（4）広報活動 

本市ではゼロカーボンシティの実現に向けて、市民の方が身近にできる脱炭素

の取り組みや家庭における再エネの導入促進に向け、広報誌やイベント、出前授

業・講座、ごみ分別アプリ等を通じて広報活動を行っております。 

『広報こうしゅう』では、「ゼロカーボンシティ甲州を目指して」を連載し、省エネや

エコドライブ等、身近にできる取り組みを紹介しています。また、再エネの導入促進

については、市の補助事業や県の太陽光パネル・蓄電池の共同購入事業のチラシ

を配布し普及を図っています。 

イベントでは、河川美化図画コンクール、環境学習イベント、およっちょい祭り、桜

フェスタ、SDGsフェス等、脱炭素の取り組みについての啓発を行っています。 

出前授業では、ごみの分別やリサイクルの大切さを学んでもらうため、小学校 4

年生を対象に行っています。また、市民向けの出前講座も実施し、環境教育活動を

行っています。 

「ごみ分別アプリ」では、ごみの削減や分別促進のために、スマートフォンやタブ

レット端末で手軽に確認できるよう運用を開始しました。お知らせ機能を活用し、

随時情報発信をしています。 

今後も、ゼロカーボンシティ実現に向け、効果的な広報活動を実施していきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～再生可能エネルギー～ 

 

 

素）ードマップ～ 

出典： 「妙高山地熱通信」 

 

 

iPhoneの方 Androidの方 
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表３.1 補助事業（令和５年度） 

（5）補助事業 

本市では、住宅環境創エネ・省エネ・蓄エネ設備の設置補助、電気自動車の購入

補助、宅配ボックス購入補助、生ごみ処理容器・生ごみ処理機の購入補助を市民向

けに行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助金額 申請数

1.太陽光発電システム
1kwあたり1万円を乗じた額

（上限額5万円）
１０件

2.自然冷媒ヒートポンプ

給湯器（エコキュート）
上限額5万円 ４１件

3.地中熱利用システム 上限額10万円 ０件

4.住宅用蓄電池

（リチウムイオン電池）

1kwあたり1万円を乗じた額

（上限額5万円）
１３件

自然循環型システム

（上限額3万円）
７件

強制循環型システム

（上限額5万円）
１件

6.ペレットストーブ 上限額3万円 ０件

7.薪ストーブ 上限額3万円 １件

8.木質バイオマスボイラー 上限額5万円 ０件

②電気自動車購入補助

  ※1世帯につき1台

電気自動車

※1世帯につき1台
上限額5万円 １０台

③宅配ボックス購入補助

  ※1世帯につき1台

宅配ボックス

※1世帯につき1台

購入金額の1/2

（上限3万円）
７８台

1.生ごみ処理容器

※1世帯につき２基

1基あたりの購入額の2/3

（上限額7千円）
２６基

2.生ごみ処理機

※1世帯につき1基

1基あたりの購入額の2/3

（上限額3万円）
１８基

補助事業

④生ごみ処理容器・

   生ごみ処理機の購入補助

5.太陽熱利用システム

①住宅環境創エネ・省エネ・

　 蓄エネ設備の設置補助

※１～８の設置を複数した場合、補助金

上限15万円

～宅配ボックス～ 

 

 

素）ードマップ～ 

インターネット通信販売の普及に伴い、宅配便の再配達が増加していま

す。再配達の増加はCO₂排出量や宅配ドライバーの労働時間の増加につな

がるため、宅配便を１回の配達で確実に受け取ることが大切です。 

自宅で確実に受け取るためには、宅配ボックスの設置が効果的です。本

市では令和4年度・5年度に宅配ボックスの購入補助を実施しました。 

図３.３３ 戸建て住宅用の宅配ボックス 

 
出典：LIXIL 画像提供サービス  

*申請数は令和 6年 2月現在  
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2 地球温暖化対策実行計画 （事務事業編） 

本市が実施している「温室効果ガスの排出量削減」と「温室効果ガスの吸収作用

の保全及び強化」に取り組むことを目的としています。計画の期間は、令和6年度

～令和15年度までの10年間を対象とし、本市の全事業拠点の事務・事業（公共部

門）を対象範囲としています。また、目標の基準年度を令和４年度に定め、令和15

年度に基準年度比11％の削減を目指すこととしています。 

既に目標達成に向けて表３.2～表３.6に示すような、省エネの推進や再エネの

導入、機器の運用改善等、CO2削減の取り組みを行っています。 

今後の施策に関しては、市民の声を反映するため、審議会による定期検討を行

います。実施する施策の検討・実施した施策の振り返りを行い、ゼロカーボンシテ

ィを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.3４ CO₂排出量削減目標 
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表３.2 省エネルギーの取り組み 

表３.3 省資源の推進 

 

項目 取り組み 

エネルギー使用量の把

握 

・各課エネルギー使用量の把握 

・身近な機器の消費電力量の把握（コピー機、照明、冷蔵庫、電気

ポット他） 

照明 

・こまめな点灯、消灯 

・就業時前、昼休みの室内照明消灯 

・照明の間引きによる減灯 

・残業時の部分点灯 

・照明のこまめな清掃 

空調 

・設定温度の適正化 

・使用していない部屋の空調停止 

・空調時には窓、ブラインドを閉める 

・冷房時には扇風機を併用する 

・エアコンフィルターのこまめな清掃 

・帰宅時にはブラインド、カーテンを閉める 

事務機器 

・パソコンのスリープモードの活用 

・使用していない時間の電源遮断 

・機器の省電力モードの活用 

給湯 
・給湯器の集約 

・長時間使用しない時は電源遮断 

公用車 

・集中管理システムの運用 

・徒歩、自転車の活用 

・エコドライブの推進 

・相乗りの推進 

・空気圧の点検 

その他 

・テレワーク会議の推進 

・季節に合わせた便座ヒーターの温度設定 

・クールビズやウォームビズの励行 

・リモートワーク、ノー残業デー、ノーマイカーデーの推進 

・緑のカーテン等の緑化推進 

 

 

 

項目 取り組み 

用紙類 

・両面コピー、裏面利用の徹底 

・パソコンから印刷時設定の確認 

・資料の共有化や簡略化 

・再生紙の利用 

・グループウェア、LoGoチャットの活用によるペーパーレス化 

廃棄物・リサイクル 

・使用済み封筒、ファイルの再利用 

・トナーカートリッジの回収 

・ごみの減量化、資源物分別の徹底 

物品購入 ・グリーン購入の徹底 
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表３.4 適切な保守・管理 

表３.6 設備・機器の更新、施設改善改修、再エネの導入、省エネ指導 

 

表３.5 運用の改善 

 

 

 

項目 取り組み 

照明 
・外灯の点灯時間の点検、季節別管理 

・自動販売機照明の夜間の停止・休日消灯 

空調 

・不快指数に基づく冷房使用 

・空調不要時の空調停止 

・事務機器からの発熱を考慮した暖房使用 

・冬季の過剰な外気取り入れの防止 

・夏季の外気導入による冷房時間の短縮 

熱源 
・ボイラーの水質検査 

・蒸気配管や冷温水管、バルブの保温 

その他 

・プリンターの集約化 

・コピー機利用後はリセットボタンを押す 

・パソコンからのプリントはプレビュー後印刷する 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 取り組み 

照明 

・照明機器の定期的点検・保守 

・LED照明への取り換え 

・人感センサーの設置 

空調 ・空調機フィルター等のこまめな清掃 

給排水 

・漏水有無の点検（水道メーター等で） 

・トイレ用擬音発生装置の設置 

・手洗い器への自動水栓の設置 

項目 取り組み 

照明・空調・ 

給排水設備の更新 

・更新時にエネルギー消費効率の高い設備を導入 

・冷水・冷却水ポンプ・空気調和機のインバーター制御の導入 

公用車 ・EV等エコカーの導入 

施設改善改修 

・外部ガラスに断熱フィルムを貼る 

・屋上に熱反射塗料を塗布 

・最上階天井裏に断熱材を施工 

再エネの導入 ・太陽光発電 

省エネ指導 ・省エネセンターによる省エネ診断・省エネ指導を受ける 
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図３.3６ ぐるりん 

図３.3５ 甲州市役所本庁舎屋上の太陽光パネル、 

甲州市中央公民館（甲州市民文化会館） 

本市では、太陽光発電設備の導入として、現在、甲州市役所本庁舎・大和ふるさ

と会館・学校給食センター・中央防災広場塩むすびに太陽光パネルを設置していま

す。令和5年度には、甲州市中央公民館（甲州市民文化会館）へ太陽光発電設備の

導入を完了し、令和６年度には、PPA方式により発電した電力を施設へ供給開始

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ぐるりん」は、本市が運営しているレンタサイクルです。平成28年度から始まり

令和4年度には、スポーツタイプを追加し、現在、シティサイクルタイプを25台、ス

ポーツタイプを30台導入しています。観光時のレンタサイクルの利用により、移動

時のCO₂排出削減に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：甲州市レンタサイクル「ぐるりん」（勝沼・塩山） 
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図３.３７ 甲州市・オルビスの森 図３.３８ 校外学習の様子 

図３.３９ 緑のカーテン 

甲州市・オルビスの森は、「人々が集い自然と親しむ里山として再生すること」を

目標として、森づくりが行われました。令和５年３月にオルビス株式会社、公益財団

法人オイスカ、市の３者で、整備された森林をより安全にかつ快適に活用していく

ため「甲州市・オルビスの森」森林活用協定を締結しました。 

市内外の小中学校の校外学習や林業体験の場として活用されています。自然環

境・循環型社会についての教育の場としての活用を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、夏場の節電と地球温暖化防止等の環境問題に対する意識啓発を図る

ため、緑のカーテン用のゴーヤ等の種の無料配布を行っています。 

電気自動車の利用者に向けては、市役所東駐車場と道の駅甲斐大和に電気自動

車急速充電器の設置をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑のカーテンには、日射

の熱エネルギーを80％カッ

トする遮断効果があります。

また、壁や地面からの放射

熱を防ぐこともできます。こ

のことから、室内の温度の

上昇を防ぐ効果がありま

す。 

 

～緑のカーテン～ 

 

 

素）ードマップ～ 

出典：甲州市 HP「甲州市・オルビスの森」 

       オルビス株式会社 HP 
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３ 気候変動への適応策 （地球沸騰化への対応） 

（１）気候変動影響への適応の必要性 

2015年に国連気候変動枠組条約締約国会議（COP21）で採択された「パリ協

定」では、気候変動の影響に対する適応策の長期目標の設定や各国の適応計画プ

ロセスと行動実施が求められることとなりました。これを受け、我が国では2018

年に「気候変動適応法」を公布し、2021年に「気候変動適応計画」を閣議決定しま

した。 

国の気候変動適応計画は、気候変動の影響による被害の防止・軽減、国民の  

生活の安全、社会・経済の健全な発展、自然環境の保全及び国土の強靭化を図り、

安全・安心で持続可能な社会を構築することを目指すことを目的としています。 

気候変動の影響は、地域の気候や地形、森林植生、生息動物等の自然的な状況、

農林水産業の特徴や産業等の経済的な状況、住民の分布等の社会的な状況の違

いにより、全国各地で異なります。このため、国の気候変動適応計画を踏まえ、区

域に合わせた適応計画の策定が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３.４０ 国の気候変動適応計画の概要 

出典：「気候変動適応計画」  
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（２）「緩和」と「適応」 

世界の平均気温は上昇を続けており、県内においても気温の上昇により、熱中

症の増加等の健康被害リスクや、過去の観測を上回る集中豪雨、農作物の収穫等

にその影響が現れています。 

地球温暖化の対策には、その原因物質である温室効果ガス排出量を削減する

「緩和」と、気候変化に対して自然生態系や社会・経済システムを調整することに 

より気候変動の悪影響を軽減する「適応」の２本柱があります。 

気候変動を抑制するためには、「緩和」が最も必要かつ重要な対策であるものの、

その効果が現れるには長い時間がかかり、また最大限の排出削減努力を行っても、

過去に排出された温室効果ガスの大気中への蓄積があり、ある程度の気候変動は

避けられません。 

気候変動により、将来は異常気象が頻繁に発生したり深刻化したりすることが

懸念されており、変化する気候のもとで悪影響を最小限に抑えるには「適応」が   

不可欠となります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.4１ 気候変動対策における「緩和」と「適応」の概要 

出典：「気候変動適応計画」  
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（３）適応策の推進 

地球温暖化・気候変動による影響は、様々な分野にわたります。本計画の適応策

では、「健康」における気候変動に伴い予測される影響について整理し、それに対

する適応策を推進していきます。 

健康においては、気温上昇による熱中症搬送者の増加や死亡リスクの増加が 

報告されており、様々な感染症の発生リスクが高まっていくことが予想されます。

熱中症、感染症に関する知見収集や対策、予防情報伝達に取り組んでいきます。ま

た、対策強化のため、本市における庁内体制の確立や関係部局との連携強化を進

めていきます。 

本市では熱中症対策として、熱中症特別警戒情報発令時に涼む避難場所（クー

リングシェルター）の設置を拡大していきます。エアコンが設置された休憩できる

場所を設け、のぼり旗等を使って設置場所を明確にします。さらに、市のホームペ

ージでも設置場所を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～クーリングシェルター～ 

 

 

素）ードマップ～ 

東京都千代田区では、クーリングシェルターとして「ひと涼みスポッ

ト」が開設されました。区内の公共施設22か所及び民間施設14か所

を、外出中のひと休み等に誰でも利用できます。各スポットでは施設

の形態に合わせ、水分補給や休憩スペースの提供、熱中症に関する啓

発品（チラシ、うちわ等）の配架等に取り組んでいます。 

 

 

図３.４２ ひと涼みスポットの様子 

出典：東京都環境局「打ち水日和」 
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第４章 計画の推進・検証 
甲州市環境審議会を基盤とし、基本方針に関する施策の検討を行います。本計

画の持続可能性を担保するために、審議会による施策の定期検討と施策の進捗状

況を踏まえ、必要に応じた計画の見直しを行います（図４.1)。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ゼロカーボンシティ宣言～ 

 

 

素）ードマップ～ 

環境省では、「2050年にCO２(二酸

化炭素)を実質ゼロにすることを目指す

旨を首長自ら又は地方自治体として公

表した地方自治体」をゼロカーボンシテ

ィとしています。 

山梨県では令和3年2月15日に全国

初となる県内市町村共同による「やま

なしゼロカーボンシティ」宣言を行い

ました。 

具体的な取り組みとしては、クリーン

エネルギーの導入促進、省エネルギー

対策、森林整備による吸収等により、県

内の二酸化炭素排出量をゼロとする

「CO2ゼロやまなし」の実現を目指して

います。 

図４.2 ゼロカーボンシティ宣言 

出典：「COOL CHOICE」 ウェブサイト 
「ストップ温暖化やまなし会議」山梨県ウェブサイト  

   
   
 

図４.1 施策の検討 
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参考資料 

1 アンケート・ヒアリング調査結果 

市民アンケート（一般・中学生） 要点 

市の環境への満足度 

一般 

お住まいの周辺の環境について、「満足」「どちらかといえば満足」と

回答した人が 80.1%を占め、その理由としては「身近な所に自然と

ふれあえる里山や河川などがある」の割合が多かった。また、お住ま

いの周辺の緑や公園、景観について、「満足」「どちらかといえば満

足」と回答した人が 72.7%を占め、その理由としては「健康に暮ら

せる環境がある」「四季の変化に富んだ市内の景観が良い」の割合が

多かった。「あまり満足していない」「まったく満足していない」と回答

した人の理由としては「沿道や公園の緑や花の手入れができていな

い」「管理されていない遊休農地が増えた」の割合が多かった。 

中学生 

お住まいの周辺の環境について、「満足」「どちらかといえば満足」と

回答した人が 98.3%を占め、その理由としては「身近な所に自然と

ふれあえる里山や河川などがある」の割合が多かった。「あまり満足

していない」「まったく満足していない」と回答した人の理由としては

「野焼きなどの悪臭が多い」の割合が多かった。 

また、お住まいの周辺の緑や公園、景観について、「満足」「どちらか

といえば満足」と回答した人が 89.4%を占め、その理由としては

「季節の変化に富んだ市内の景観が良い」「健康に暮らせる環境があ

る」の割合が多かった。 

 

地球温暖化について 

一般 

 

地球温暖化について、「よく知っている」の回答は 76.9%を占め、地

球温暖化の懸念事項としては、「異常気象により、自然災害が増え

る」「農作物が採れなくなる」の割合が多かった。 

 

中学生 

 

地球温暖化について、「よく知っている」の回答は 80.3%を占め、地

球温暖化の懸念事項としては、「異常気象により、自然災害が増え

る」の割合が多かった。 
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環境保全に関する取り組みについて 

一般 
「水を使いすぎない」「ごみの減量、リサイクルに取り組んでいる」「も

のを長く使っている」について多くの人が実施していた。 

中学生 
「水を使いすぎない」「食べ残しをしない」「ものを長く使っている」に

ついては多くの中学生が実施していた。 

 

 

地球温暖化防止に関する取り組みについて 

一般 
「省エネ設備の導入（LED 照明や省エネ家電など）」についてはほと

んどの人が実施していた。 

中学生 

「省エネ設備の利用（LED 照明や省エネ家電など）」や、「再エネの利

用（太陽光発電など）」について、多くの中学生が取り組んでみたい、

または家族へ勧めてみたいと回答があった。 

 

 

今後の市の環境について 

一般 

 

本市に住み続けていくために改善してほしい環境としては、「交通の

便」、「買い物環境」の割合が多かった。 

また、目指したいまちの姿としては、「静かで落ち着きのある住み心

地の良いまち」の回答が多かった。 

 

中学生 

 

本市に住み続けていくために改善してほしい環境としては、「買い物

環境」、「交通の便」、「公園などのひと休みできる場所の充実」などの

割合が多かった。 

また、目指したいまちの環境としては、「自然を大切にするまち」、「誰

もが住みやすいまち」、「ごみが落ちていないまち」に関連する意見が

多かった。 
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市民アンケート 結果全体のまとめ 

 以下に、市民アンケート・事業者ヒアリングの結果と、本計画で示す施策の基本方

針との関係を図にまとめました。アンケート・ヒアリングの個々の内容と基本方針

との関係は後述します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート・ヒアリング結果概要と基本方針 
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以下に市民アンケート結果をまとめ、本計画で示す施策の基本方針との関係を

示す。アンケート結果の詳細は、p.53～p.7９に記載しています。 

 

（１）市の環境に対する意識 

問１の回答結果によると、周辺の自然環境について、「満足」、「どちらかといえば

満足」を合わせて、約８割となっています。問２ではそう思う理由として、「身近なと

ころに自然とふれあえる里山や河川などがある」「果樹園の景観が良い」の回答が

多く、身の回りの自然や果樹園の景観との共生意識が高いことが推察できます。 

また、問２１の回答結果によると、生物多様性を保全するための活動として、「川

などの清掃」、「植樹、間伐、草刈りなどの森林保全」、「動植物の生息・生育調査」へ

参加したいとの回答が多く、自然の維持・保全を行うとともに、環境学習の機会を

作ることも可能性として考えられます。 

 

⇒基本方針① 豊かな自然との共生 

⇒基本方針② 景観・生活環境の保全 

⇒基本方針④ 環境教育の推進 

 

 

（２）環境保全と地球温暖化防止に対する意識 

問９の回答結果によると、日頃の取り組みとして、「水や電気を使いすぎない」、

「ごみの分別・リサイクル」、「省エネ設備の導入・利用（LED照明や省エネ家電など）」

の回答が多くなっており、限りある資源の循環や効率的なエネルギー利用の意識

が高いと思われます。取り組んでいないと回答した人の理由としては、「どのよう

な環境保全をしていいかわからない」、「費用がかかる」の回答が多いため、環境に

関する知識の不足や費用面が解決されれば、環境保全や地球温暖化防止の取り組

みが普及されると思われます。 

また、問１５の回答結果によると、地球温暖化が進むことによる懸念点として、

「異常気象により、自然災害が増える」、「農作物が採れなくなる」の回答が多くなっ

ており、自然災害への対策や農作物の保全が望まれていると推察されます。 

 

⇒基本方針② 景観・生活環境の保全 

⇒基本方針③ 地域循環共生圏の形成 

⇒基本方針④ 環境教育の推進 

⇒基本方針⑤ 気候変動への対応 
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（３）環境に配慮した商品の購入 

問１１の回答結果によると、買い物をするとき、県内の農産物を選んで購入する

割合が、一般では約４割を、中学生では５割以上を占めました。また、問１８では、

環境に配慮した商品について、価格が同じ場合、一般では７割以上が、中学生では

５割以上が購入したい意向を示しました。これらのことから、商品の地産地消や環

境に配慮した商品の製造に取り組むべきとする意見が多いと推察されます。 

 

⇒基本方針② 景観・生活環境の保全 

⇒基本方針③ 地域循環共生圏の形成 

 

 

（４）取り組むべき地域課題 

問３と問６の回答結果によると、周辺の自然環境や景観に満足していない理由

として、「野焼きなどの悪臭が多い」、「緑や花の手入れができていない」、「管理さ

れていない遊休農地が増えた」の回答が多かった。また、問７では、本市に住み続

けていくために改善してほしい環境として、一般では「交通の便」が、中学生では

「買い物環境」が多かった。したがって、これらの課題に取り組むことが望まれてい

ると考えられます。 

 

⇒基本方針① 豊かな自然との共生 

⇒基本方針② 景観・生活環境の保全 

⇒基本方針⑤ 気候変動への対応 

 

 

（５）目指したいまちの環境 

問２２の回答結果によると、甲州市が今後より良い環境づくりを進めるとき、ど

のようなまちを目指したらよいと思いますかという問いに対して、「静かで落ち着

きのある住み心地の良いまち」、「豊かな自然と多様な生態系が守られるまち」が

多かったほか、本市の未来を担う中学生の回答としては、「自然を大切にするま

ち」、「誰もが住みやすいまち」、「ごみが落ちていないまち」に関連したものが多か

った。これらの意見をもとに、本市の将来を描く必要があると考えられます。 

 

⇒基本方針① 豊かな自然との共生 

⇒基本方針⑤ 気候変動への対応 
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市民アンケート 調査の実施概要 

 以下に、市民アンケート調査の実施概要を示す。本市在住の一般市民５１３人、市

内の中学生１９０人から回答をいただきました。 

 アンケート調査は、市民の皆様が日頃考えておられる環境問題や市の環境に対す

る思い、市に望む環境施策等をお聴きし、計画づくりに反映することを目的に実施

しました。 

 

 一般市民向けアンケート 中学生向けアンケート 

対象 本市在住の 15歳以上の住民 市内の中学生 

調査数 1,000人 
 

 

調査方法 
郵送による配布・回収および 

WEB回答 
WEB回答 

調査時期 令和 5年１０月 

回答数 
513人 

（郵送３８８人・WEB１２５人） 
190人 
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アンケート調査結果（一般） 

 

 

 

 

性別 

回答 回答（件） 割合(％) 

男性 206 40.2% 

女性 296 57.8% 

回答しない 10 2.0% 

年齢 

回答 回答（件） 割合(％) 

10歳代 16 3.1% 

20歳代 29 5.7% 

30歳代 31 6.1% 

40歳代 55 10.7% 

50歳代 87 17.0% 

60歳代 134 26.1% 

70歳代 110 21.4% 

80歳以上 51 9.9% 

お住まいの地域 

回答 回答（件） 割合(％) 

塩山地区 363 71.0% 

勝沼地区 132 25.8% 

大和地区 16 3.1% 

家族構成 

回答 回答（件） 割合(％) 

単身世帯（ひとり暮らし） 58 11.4% 

1世代世帯（夫婦のみ） 140 27.5% 

2世代世帯（親と子） 237 46.6% 

3世代世帯（親と子と孫） 62 12.2% 

その他 12 2.4% 

住居形態 

回答 回答（件） 割合(％) 

持ち家 463 90.6% 

借家 38 7.4% 

その他 10 2.0% 

職業 

回答 回答（件） 割合(％) 

農林業 78 15.3% 

会社員 113 22.1% 

自営業 50 9.8% 

公務員・団体職員 31 6.1% 

主婦・主夫 79 15.5% 

学生 23 4.5% 

無職 94 18.4% 

その他 43 8.4% 

【対象】本市在住の 15 歳以上の住民 

【回答】513/1000 人 （51.3％）  
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問１. あなたは、お住まいの周辺の自然環境について、どのくらい満足していますか。 

あてはまる番号を１つ選び、〇をつけてください。(単回答) 

【結果】 

「満足」、「どちらかといえば満足」という回答を合わせて、満足している回答が約 8 割 

を占める。 

 

 

123(24.2%)

284(55.9%)

88(17.3%)

13(2.6%)

満足 どちらかといえば満足 あまり満足していない まったく満足していない

問２. 【問１で「満足」「どちらかといえば満足」と答えた方へ】 

なぜそう思われますか。あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。 

（複数回答） 

【結果】 

「身近なところに自然とふれあえる里山や河川などがある」、「果樹園の景観が良い」の

回答が多い結果となった。 

  

276

233

34

21

0 50 100 150 200 250 300

身近なところに自然とふれあえる里山や河川などがある

果樹園の景観が良い

野生の動植物が多く生育、生息している

その他
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問３. 【問１で「あまり満足していない」「まったく満足していない」と答えた方へ】 

なぜそう思われますか。あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。 

（複数回答） 

【結果】 

「その他」を除き、「野焼きなどの悪臭が多い」、「野生生物による農作物などの被害が増

えた」の回答が多い結果となった。 

 

 

16

13

32

38

47

0 10 20 30 40 50

開発により、里山や果樹園、河川など身近な

自然が減少した

外来種の動植物が増え、在来種の動植物が

減少した

野生動物による農作物などの被害が増えた

野焼きなどの悪臭が多い

その他

問４. あなたは、お住まいの周辺の緑や公園、景観について、どのくらい満足していま

すか。あてはまる番号を１つ選び、〇をつけてください。（単回答） 

【結果】 

「満足」、「どちらかといえば満足」という回答を合わせて、満足している回答が約 7 割 

を占める。 

 

87(17.3%)

279(55.4%)

119(23.6%)

19(3.8%)

満足 どちらかといえば満足 あまり満足していない まったく満足していない
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問６. 【問４で「あまり満足していない」「まったく満足していない」と答えた方へ】 

なぜそう思われますか。あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。 

（複数回答） 

【結果】 

「管理されていない遊休農地が増えた」、「沿道や公園の緑や花の手入れができてい

い」、「管理されていない空き家が多い」の回答が多い結果となった。 

 

74

78

11

4

61

37

0 20 40 60 80 100

沿道や公園の緑や花の手入れができていない

管理されていない遊休農地が増えた

開発などにより、景色や景観が悪化した

屋外広告物が多い

管理されていない空き家が多い

その他

問５. 【問４で「満足」「どちらかといえば満足」と答えた方へ】 

なぜそう思われますか。あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。 

（複数回答） 

【結果】 

「健康に暮らせる環境がある（澄んだ空気や安全な水など）」、「四季の変化に富んだ市内

の景観が良い」の回答が多い結果となった。 

 

217

246

36

4

0 50 100 150 200 250 300

四季の変化に富んだ市内の景観が良い

健康に暮らせる環境がある（澄んだ空気や安全

な水など）

沿道や公園の緑や花の手入れが行き届いている

その他
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問７. あなたは、今後も甲州市に住み続けていくためには、何を改善してほしいと思い

ますか。特に改善を望むものを３つまで選び、〇をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「交通の便」、「買い物環境」の回答が多い結果となった。 
 

 

 

 

問８. ごみの分別・リサイクル、減量化について、関心のある項目はありますか。 

あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。（複数回答） 

【結果】 

「ごみの分別・リサイクル」の回答が多い結果となった。 

 

330

226

218

91

108

42

18

0 50 100 150 200 250 300 350

ごみの分別・リサイクル

ごみの減量化の取り組み

生ごみや食品ロス削減への取り組み

ごみ焼却による環境への影響

コンポスト・生ごみ処理機の利用

あまり関心がない

その他

128

145

278

231

110

104

151

30

0 50 100 150 200 250 300

自然環境

住環境

交通の便

買い物環境

公園などの憩いの場の充実

子育て環境

就業環境

その他
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問９. 以下は日常でできる環境保全の取り組みです。あなたの取り組みにあてはまる

番号を全て選び、〇をつけてください。（複数回答） 

【結果】 

「水や電気を使いすぎない」、「ごみの減量、リサイクルに取り組んでいる」、「ものを長く 

使っている（壊れても修理するなど）」の回答が多い結果となった。 

 

 

問１０. 【問９で「特に取り組んでいない」と答えた方へ】 

取り組んでいない理由について、あてはまる番号を全て選び、〇をつけてくだ

さい。（複数回答） 

【結果】 

「特に必要性を感じない」の回答が比較的多くを占めた。 

 

 

 

159

364

278

291

10

33

248

18

9

0 200 400

地域で生産された食材や製品を優先的に購入する

水や電気を使いすぎない

ものを長く使っている（壊れても修理するなど）

ごみの減量、リサイクルに取り組んでいる

環境保全に関する活動や講習会に参加する

CO₂排出量の少ない交通手段を利用している

食べ残しをしない

特に取り組んでいない

その他

7

8

10

1

0 2 4 6 8 10 12

手間が掛かる

どのような環境保全をしていいかわからない

特に必要性を感じない

その他
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問１１. あなたは買い物をするとき、県内の農産物を選んで購入しますか。あてはまる

番号を１つ選び、○をつけてください。(単回答) 

【結果】 

「購入する」が 39.7%を、「特にこだわらない」が 59.9%を占めた。 

 

 

 

 

 

 

202(39.7%)

2(0.4%)

305(59.9%)

購入する 購入しない 特にこだわらない

問１２． あなたは無農薬や有機栽培など、環境に配慮して作られた農作物を選んで購入

しますか。あてはまる番号を１つ選び、○をつけてください。（単回答） 

【結果】 

「特にこだわらない」が 64.0%と最も多くの割合を占める結果となった。 

 

167(33.1%)

15(3.0%)

323(64.0%)

購入する 購入しない 特にこだわらない
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問１３． 【問１２で「購入しない」「特にこだわらない」と答えた方へ】 

購入していない理由について、あてはまる番号を全て選び、〇をつけてくださ

い。（複数回答） 

【結果】 

「農作物を買う時は、値段を重視しているため」の回答が最多であった。 

 

問１４． 「地球温暖化」がどのようなものか知っていますか。あてはまる番号を１つ選

び、〇をつけてください。（単回答） 

【結果】 

「よく知っている」が 76.9％と最も多くの割合を占める結果となった。 

 

189

113

103

31

0 50 100 150 200

農作物を買う時は、値段を重視しているため

表示が不明確で、無農薬や有機栽培の判別

が困難なため

特に味に変化がないと思うため

その他

380(76.9%)

111(22.5%)

3(0.6%)

よく知っている 聞いたことはあるがよく知らない 知らない
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問１５. 地球温暖化が進むと、次のような影響が考えられます。あなたが心配すること

を全て選び、○をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「異常気象により、自然災害が増える」、「農作物が採れなくなる」の回答が多い結果とな

った。  

 

 

475

252

404

286

201

315

227

4

11

0 100 200 300 400 500

異常気象により、自然災害が増える

熱中症などが増える

農作物が採れなくなる

氷河や南極の氷が溶けて、海面が上昇する

暑い地域で発生した伝染病が増える

動植物などの生態系が変化する

水の供給が不安定になる

心配していない

その他

問１６． 以下は日常でできる地球温暖化防止に関する取り組みです。あなたの取り組み

にあてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。（複数回答） 

【結果】 

「省エネ設備の導入 （LED 照明や省エネ家電など）」、「再エネの利用 （太陽光発電など）」

の回答が多い結果となった。 

 

386

65

62

124

29

68

15

0 50 100 150 200 250 300 350 400

省エネ設備の導入 （LED照明や省エネ家電など）

次世代自動車の利用 （電気自動車など）

公共交通機関の積極的な利用

再エネの利用 （太陽光発電など）

市の廃食用油（天ぷら油）の回収に協力

特に取り組んでいない

その他
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問１７. 【問１６で「特に取り組んでいない」と答えた方へ】 

取り組んでいない理由について、あてはまる番号を全て選び、〇をつけてくだ

さい。(複数回答) 

【結果】 

「費用が掛かる」の回答が最多であった。 

 

 

40

23

12

0 10 20 30 40 50

費用が掛かる

特に必要性を感じない

その他

問１８． 近年では環境に配慮した商品を PRする企業が増えてきています。あなたは環

境に配慮した商品を購入する際の価格についてどのように感じますか。次の中

からあてはまるものを１つ選び、〇をつけてください。（単回答） 

【結果】 

「価格が同じであれば、環境に配慮した商品を買う」が 77.8%と最も多くの割合を占め

る結果となった。 

 

69(13.7%)

392(77.8%)

43(8.5%)

価格が多少高くても、なるべく環境に配慮した商品を買う

価格が同じであれば、環境に配慮した商品を買う

特に意識しない
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問１９. どのような取り組みを行うことで環境に配慮した商品の利用が進むと思います

か。次の中からあてはまるものを全て選び、〇をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「行政や企業が率先して環境に配慮した製品を消費・調達する」、「行政や企業が環境に

配慮した製品の普及啓発を行う」の回答が多い結果となった。 

 

 

216

269

277

14

48

0 50 100 150 200 250 300

環境教育に力を入れる

行政や企業が環境に配慮した製品の普及啓

発を行う

行政や企業が率先して環境に配慮した製品

を消費・調達する

その他

わからない

問２０． あなたは、「生物多様性」という言葉を知っていますか。あてはまるものを１つ

選び、〇をつけてください。（単回答） 

【結果】 

「意味は知らないが、言葉は聞いたことがある」が 42.8%を、「言葉の意味を知ってい

る」が 36.5%を占めた。 

 

180(36.5%)

211(42.8%)

102(20.7%)

言葉の意味を知っている

意味は知らないが、言葉は聞いたことがある

聞いたことがない・知らない
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問２１. あなたは生物多様性を保全・利用するため、次のような活動に参加したいと思

いますか。あてはまるものを全て選び、〇をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「川などの清掃」、「植樹、間伐、草刈りなどの森林保全」の回答が多い結果となった。 

 

 

119

204

168

74

79

105

14

133

0 50 100 150 200 250

動植物の生息・生育調査

川などの清掃

植樹、間伐、草刈りなどの森林保全

果樹園を活用した農業体験

講演会、シンポジウム、勉強会

自然観察会や自然体験ツアーなどのイベント

その他

わからない

問２２． 甲州市が今後より良い環境づくりを進めるとき、どのようなまちを目指したら

よいと思いますか。次の中から重要だと考えることを３つまで選び、〇をつけ

てください。（複数回答） 

【結果】 

「静かで落ち着きのある住み心地の良いまち」、「豊かな自然と多様な生態系が守られる

まち」の回答が多い結果となった。 

 

272

186

216

128

183

51

105

64

16

0 50 100 150 200 250 300

静かで落ち着きのある住み心地の良いまち

果樹園の景観を維持するまち

豊かな自然と多様な生態系が守られるまち

観光資源が充実し、多くの観光客が訪れる賑やかなまち

歴史的建造物や伝統文化を大切にするまち

デジタル技術（AIやIoTなど）を活用した先進的なまち

再エネや省エネに取り組むCO₂排出量が少ないまち

環境学習・環境保全活動が盛んなまち

その他
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問２３. 市のホームページや広報誌において、あなたが今後、提供・発信してほしいと思

う環境に関する情報を全て選び、〇をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「省エネの具体的な取り組みなど、暮らしに役立つ情報」の回答が多い結果となった。 

 

問２４． 環境保全や温暖化防止の取り組みを甲州市全体で進めていくにあたり、市へ

の要望や施策に対する意見・提案がありましたら、ご自由にお書きください。 

【結果】 

市の行政に対し、様々な要望や意見・提案が寄せられた。 

（一部抜粋） 

 甲州市が世界農業遺産に認定されましたが、農業の後継者不足が叫ばれ、荒れた農地が増

えています。 

 野焼きによる煙で、洗濯物を外で干せない。 

 市中心部に商店等が集中し、その他の地域については過疎化が進んでいる。空屋等施設の

活用(対策)を切に望む。 

 生活環境、自然環境、景観に配慮した道づくりがなされると良いと思います。 

 温暖化防止に係る各種補助制度を継続的に実施する。 

 なるべく多くの取り組み情報を広報などにより発信して欲しい。 

 環境保全や温暖化防止、接客の仕事ですが、ほとんど会話に出てきません。 

 粗大ごみ、不用品の回収、リサイクルの運用をしてほしい。 

 各地区ごとに河川清掃など行っているが、それぞれどの地区も高齢化しており、流れの速い川

などの清掃がむずかしい状態になっている。 

 子ども達への学習機会を増やしたり、給食に使用する食品に地産の物や有機栽培の物を増

やすなど。 

 獣害対策を早急にするべき。休耕地の増、農業を希望し移住する妨げとなる。 

202

172

217

129

291

188

133

15

0 50 100 150 200 250 300 350

水質や大気の状態など、生活環境に関する情報

地球温暖化問題などに関する情報

ごみの焼却量やリサイクルの状況などに関する情報

市内固有の自然環境や希少な動植物などに関する情報

省エネの具体的な取り組みなど、暮らしに役立つ情報

地球温暖化防止に関する県や市の補助金制度の情報

市内で行っている環境保全活動、イベントに関する情報

その他
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アンケート調査結果（中学生） 

 

 

 

 

性別 

回答 回答（件） 割合(％) 

男性 100 53% 

女性 87 46% 

回答しない 3 1% 

お住まいの地域 

回答 回答（件） 割合(％) 

塩山地区 117 62% 

勝沼地区 65 35% 

大和地区 6 3% 

家族構成 

回答 回答（件） 割合(％) 

2世代世帯（親と私） 116 62% 

3世代世帯（祖父母と親と私） 61 32％ 

その他 12 6% 

  

【対象】市内の中学生 

【回答】190 人 
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問１. あなたは、お住まいの周辺の自然環境について、どのくらい満足していますか。 

あてはまる番号を１つ選び、〇をつけてください。(単回答) 

【結果】 

「満足」、「どちらかといえば満足」という回答を合わせて、満足している回答が約 9 割

を占める。 

  

 

111(60.3%)

70(38.0%)

3(1.6%)

満足 どちらかといえば満足 あまり満足していない まったく満足していない

問２. 【問１で「満足」「どちらかといえば満足」と答えた方へ】 

なぜそう思われますか。あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。 

（複数回答） 

【結果】 

「身近なところに自然とふれあえる里山や河川などがある」、「果樹園の景観が良い」の

回答が多い結果となった。 

  

136

93

49

9

0 20 40 60 80 100 120 140 160

身近なところに自然とふれあえる里山や河川

などがある

果樹園の景観が良い

野生の動植物が多く生育、生息している

その他
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問３. 【問１で「あまり満足していない」「まったく満足していない」と答えた方へ】 

なぜそう思われますか。あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。 

（複数回答） 

【結果】 

「家の庭や畑でごみを燃やす、野焼きなどの悪臭が多い」の回答が多い結果となった。 

 

 

2

1

1

5

5

0 1 2 3 4 5 6

開発により、里山や果樹園、河川など身近な

自然が減少した

他の地域から持ち込まれた動植物が増えた

野生動物による農作物などの被害が増えた

家の庭や畑でごみを燃やす、野焼きなどの悪臭

が多い

その他

問４. あなたは、お住まいの周辺の緑や公園、景観について、どのくらい満足していま

すか。あてはまる番号を１つ選び、〇をつけてください。（単回答） 

【結果】 

「満足」、「どちらかといえば満足」という回答を合わせて、満足している回答が約 9 割

を占める。 

 

100(53.2%)68(36.2%)

16(8.5%)

4(2.1%)

満足 どちらかといえば満足 あまり満足していない まったく満足していない
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問６. 【問４で「あまり満足していない」「まったく満足していない」と答えた方へ】 

なぜそう思われますか。あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。 

（複数回答） 

【結果】 

「道路や公園の緑や花の手入れができていない」、「管理されていない農地が増えた」、

「誰も住んでいない空き家が多い」の回答が多い結果となった。 

 

15

8

2

0

8

4

0 2 4 6 8 10 12 14 16

道路や公園の緑や花の手入れができていない

管理されていない農地が増えた

開発などにより、景色や景観が悪化した

屋外広告物が多い

誰も住んでいない空き家が多い

その他

問５. 【問４で「満足」「どちらかといえば満足」と答えた方へ】 

なぜそう思われますか。あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。 

（複数回答） 

【結果】 

「季節の変化に富んだ市内の景観が良い」、「健康に暮らせる環境がある（きれいな空気

や安全な水など）」の回答が多い結果となった。 

 

112

106

48

1

0 20 40 60 80 100 120

季節の変化に富んだ市内の景観が良い

健康に暮らせる環境がある（きれいな空気や

安全な水など）

道路や公園の緑や花の手入れが行き届いて

いる

その他
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問７. あなたは、今後も甲州市に住み続けていくためには、何を改善してほしいと思い

ますか。特に改善を望むものを３つまで選び、〇をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「交通の便」、「買い物環境」、「公園などのひと休みできる場所の充実」の回答が多い結

果となった。 

 

 

 

 

55

42

85

105

80

29

42

4

0 20 40 60 80 100 120

自然環境

住環境

交通の便

買い物環境

公園などのひと休みできる場所の充実

子育て環境

働く環境

その他

問８. ごみの分別・リサイクル、減量化について、関心のある項目はありますか。 

あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。（複数回答） 

【結果】 

「ごみの分別・リサイクル」の回答が多い結果となった。 

 

123

65

76

60

40

30

0

0 20 40 60 80 100 120 140

ごみの分別・リサイクル

ごみの減量化の取り組み

生ごみや食品ロス削減への取り組み

ごみ焼却による環境への影響

コンポスト・生ごみ処理機の利用

あまり関心がない

その他
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問９. 以下は日常でできる環境保全の取り組みです。あなたの取り組みにあてはまる

番号を全て選び、〇をつけてください。（複数回答） 

【結果】 

「水や電気を使いすぎない」、「ものを長く使っている（壊れても修理するなど）」、「食べ

残しをしない」の回答が多い結果となった。 

 

 

問１０. 【問９で「特に取り組んでいない」と答えた方へ】 

取り組んでいない理由について、あてはまる番号を全て選び、〇をつけてくだ

さい。（複数回答） 

【結果】 

「どのような環境保全をしていいかわからない」の回答が多い結果となった。 

 

 

46

128

106

76

20

41

117

6

1

0 20 40 60 80 100 120 140

地域で生産された食材や製品を優先的に購入する

水や電気を使いすぎない

ものを長く使っている（壊れても修理するなど）

ごみの減量、リサイクルに取り組んでいる

環境保全に関する活動や講習会に参加する

CO₂排出量の少ない交通手段を利用している

食べ残しをしない

特に取り組んでいない

その他

2

7

1

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8

手間が掛かる

どのような環境保全をしていいかわからない

特に必要性を感じない

その他
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問１１. あなたは買い物をするとき、県内の農産物を選んで購入したいと思いますか。

あてはまる番号を１つ選び、○をつけてください。(単回答) 

【結果】 

「購入したいと思う」が 55.3%を、「特にこだわらない」が 44.2%を占めた。 

 

 

 

105(55.3%)

1(0.5%)

84(44.2%)

購入したいと思う 購入したいと思わない 特にこだわらない

問１２． あなたは無農薬や有機栽培など、環境に配慮して作られた農作物を選んで購入

したいと思いますか。あてはまる番号を１つ選び、○をつけてください。 

（単回答） 

【結果】 

「購入したいと思う」が 63.8%と最も多くの割合を占める結果となった。 

 

120(63.8%)

3(1.6%)

65(34.6%)

購入したいと思う 購入したいと思わない 特にこだわらない
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問１３． 【問１２で「購入しない」「特にこだわらない」と答えた方へ】 

購入しない理由について、あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。

（複数回答） 

【結果】 

「農作物を買う時は、値段を重視するため」「特に味に変化がないと思うため」の回答が

多い結果となった。 

 

問１４． 「地球温暖化」がどのようなものか知っていますか。あてはまる番号を１つ選

び、〇をつけてください。（単回答） 

【結果】 

「よく知っている」が 80.3％と最も多くの割合を占める結果となった。 

 

39

16

32

6

0 10 20 30 40 50

農作物を買う時は、値段を重視するため

無農薬や有機栽培の区別が難しいため

特に味に変化がないと思うため

その他

151(80.3%)

37(19.7%)

よく知っている 聞いたことはあるがよく知らない 知らない
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問１５. 地球温暖化が進むと、次のような影響が考えられます。あなたが心配すること

を全て選び、○をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「異常気象により、自然災害が増える」「氷河や南極の氷が溶けて、海面が上昇する」の回

答が多い結果となった。 

 

 

150

107

118

130

97

106

112

3

1

0 20 40 60 80 100 120 140 160

異常気象により、自然災害が増える

熱中症などが増える

農作物が採れなくなる

氷河や南極の氷が溶けて、海面が上昇する

暑い地域で発生した伝染病が増える

動植物などの生態系が変化する

水の供給が不安定になる

心配していない

その他

問１６． 以下は日常でできる地球温暖化防止に関する取り組みです。あなた自身が取り

組んでみたい、または家族へ勧めてみたいと思うものを全て選び、〇をつけて

ください。（複数回答） 

【結果】 

「省エネ設備の利用 （LED 照明や省エネ家電など）」「再エネの利用 （太陽光発電など）」

の回答が多い結果となった。 

 

144

67

46

114

59

13

1

0 20 40 60 80 100 120 140 160

省エネ設備の利用 （LED照明や省エネ家電など）

次世代自動車の利用 （電気自動車など）

公共交通機関の積極的な利用

再エネの利用 （太陽光発電など）

市の廃食用油（天ぷら油）の回収に協力

今後も取り組んでみたいと思わない

その他
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問１７. 【問１６で「今後も取り組んでみたいと思わない」と答えた方へ】 

なぜそう思われますか。あてはまる番号を全て選び、〇をつけてください。 

(複数回答) 

【結果】 

「特に必要性を感じない」の回答が最多であった。 

 

 

2

7

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8

お金がかかる

特に必要性を感じない

その他

問１８． 近年では環境に配慮した商品を PRする企業が増えてきています。あなたは環

境に配慮した商品を購入する際の価格についてどのように感じますか。次の中

からあてはまるものを１つ選び、〇をつけてください。（単回答） 

【結果】 

「価格が同じであれば、環境に配慮した商品を買いたい、または家族へ勧めたい」が

57.3%と最も多くの割合を占める結果となった。 

 

47(25.4%)

106(57.3%)

32(17.3%)

価格が多少高くても、環境に配慮した商品を買いたい、または家族へ勧めたい

価格が同じであれば、環境に配慮した商品を買いたい、または家族へ勧めたい

特に意識しない
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問１９. どのような取り組みを行うことで環境に配慮した商品の利用が進むと思います

か。次の中からあてはまるものを全て選び、〇をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「環境教育に力を入れる」、「県や市、企業が率先して環境に配慮した製品を消費・調達す

る」の回答が多い結果となった。 

 

 

109

60

91

0

28

0 20 40 60 80 100 120

環境教育に力を入れる

県や市、企業が環境に配慮した製品のPRを

積極的に行う

県や市、企業が環境に配慮した製品を積極

的に消費・調達する

その他

わからない

問２０． あなたは、「生物多様性」という言葉を知っていますか。あてはまるものを１つ

選び、〇をつけてください。（単回答） 

【結果】 

「意味は知らないが、言葉は聞いたことがある」が 49.2％と最も多くの割合を占める結

果となった。 

 

38(20.5%)

91(49.2%)

56(30.3%)

言葉の意味を知っている

意味は知らないが、言葉は聞いたことがある

聞いたことがない・知らない
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問２１. あなたは多様な生物のつながりを守るため、次のような活動に参加したいと思

いますか。あてはまるものを全て選び、〇をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「動植物の生息・生育調査」、「川などの清掃」の回答が多い結果となった。 

 

 

88

111

70

55

24

53

0

36

0 20 40 60 80 100 120

動植物の生息・生育調査

川などの清掃

植樹、間ばつ、草刈りなどの森林保全

果樹園を活用した農業体験

講演会、セミナー、勉強会

自然観察会や自然体験ツアーなどのイベント

その他

わからない

問２２． 甲州市をより良いまちにするため、どのような環境を作りたいですか。ご自由に

お書きください。 

【結果】 

「自然を大切にするまち」、「誰もが住みやすいまち」、「ごみが落ちていないまち」に関連し

た回答が多い結果となった。 

（一部抜粋。） 

 みんなが安全で病気などにかからないような安心して過ごせる環境 

 道にごみなどが捨てられてなくきれいで清潔な環境 

 自然が多く、みどりに囲まれたまち 

 人を含めた動植物が共存できる環境 

 子育て、仕事がしやすい制度や地域の協力を整え、住民が住みやすく快適な環境を作りたい 

 もう少し店の種類を増やす 

 県外から来た人が住みやすいと思ってくれるようなまち 

 畑や景観がきれい 

 公園などの公共施設が揃っている環境 

 ワイン造りやブドウ作りを続けていける環境 

 小さな子供も大人も充実して暮らせるようにしたいです。 

 川をきれいにしたり自然を豊かにしたい。あと交通手段増やしてほしい 

 外来種を無くし在来種が住みやすい環境を作る 
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問２３. 市のホームページや広報誌において、あなたが今後、提供・発信してほしいと思う

環境に関する情報を全て選び、〇をつけてください。(複数回答) 

【結果】 

「水や空気の状態など、生活環境に関する情報」、「地球温暖化問題などに関する情報」の

回答が多い結果となった。 

 

問２４． 環境保全や温暖化防止の取り組みを甲州市全体で進めていくにあたり、市へ

の要望や施策に対する意見・提案がありましたら、ご自由にお書きください。 

【結果】 

市の行政に対し、様々な要望や意見・提案が寄せられた。 

（一部抜粋） 

 街にごみ箱を設置してポイ捨てのない街にしてほしい。 

 植物の美しさや大切さを伝えるために植物園などを作って欲しい、またそれで子どもたちが遊べ

る植物関連の施設を増やしてほしい。 

 環境問題への理解がまだ少ないと思うのでもっと理解を深める取り組みを行うべきだと思いま

す。 

 交通手段をもっと増やしてほしいです。 

 環境美化週間を設置してみたらいいと思います。 

 菱山地区などにも、買い物の環境を良くしてほしい。 

 公園やコンビニを近くにつくる。 

 たくさんのイベントや取り組みを実施してほしい。 

 宣言をしたのならしっかりやってほしいです。 

 半永久的に使い続けられるものを勧めたりしてほしい。 

 外来種をこれ以上増やしては駄目だ。 

 使わないときは電気などを消す。 

114

120

69

68

83

56

47
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水や空気の状態など、生活環境に関する情報

地球温暖化問題などに関する情報

ごみの焼却量やリサイクルの状況などに関する情報

市内固有の自然環境や希少な動植物などに関する情報

省エネの具体的な取り組みなど、暮らしに役立つ情報

地球温暖化防止に関する県や市の補助金制度の情報

市内で行っている環境保全活動、イベントに関する情報

その他
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事業者ヒアリング 要点 

環境保全・地球温暖化防止について 

現状の取り組みとして、環境保全や地球温暖化防止を意識している事業者がほとんど

であった。廃棄物の削減や LED 照明を含む省エネ設備の導入に取り組んでいる事業者

が多く、中には太陽光発電設備の設置や電気自動車の活用を検討している事業者もい

た。しかし、設備の導入に向けた課題としては、費用が最大の課題であり、補助金を希望

する声があがった。ワイン製造が盛んな地域のため、海外でより受け入れられるように環

境へ配慮した商品の製造が行われているケースもあった。 

 

ヒアリング 

建設業 

現在は脱プラスチックや廃棄物の削減に取り組んでおり、今

後は資材の再利用や電気自動車の利用を検討している。社員全

員が地球温暖化防止や環境保全に取り組む姿勢を持つよう、会

社として細かく具体的な目標を立てることを意識している。 

運送業 

車両の順次更新、余分な運転の削減、資材の再資源化・再利

用化、事務所の LED 化、太陽光発電設備の設置、フードバンク

等に取り組んでおり、今後は EV トラックの活用を検討してい

る。事業の課題としては、燃料が高騰している点があげられた。 

製造業 

電力・水・ガソリン・軽油の使用量や、廃棄物の削減に努めて

いるほか、近隣の公園の清掃、太陽光発電設備の設置に取り組

んでいる。国内で処分場がなくなりつつあり、不法投棄の懸念

を感じている。今後太陽光パネルの更新を検討しており、事業

者向けのパネル処分の補助金を希望している。 

大手ワイナリー 

再エネ電力の使用や設備や工程の省電力・効率化に取り組ん

でおり、今後はボイラーの更新や排熱利用型コンプレッサー、ヒ

ートポンプ、太陽光発電の導入を検討している。安定した収益を

得るための体制構築や甲州ブドウの確保が課題となっており、

事業者向けの省エネ設備導入の補助金を希望している。 

地場ワイナリー 

本市には海外へ商品を出荷するワイナリーも多く、海外で受

け入れられるように環境へ配慮した商品の製造を心掛けてお

り、オーガニックワインの拡大やボトルの軽量化に努めている。

国の規制緩和により農地の下限面積の規制が撤廃されたため、

質やブランドが低下することを危惧している。 

製材業 
木質バイオマスチップの販売を行っているが、山梨県内にバ

イオマス発電所が４カ所と想定より過多となり、バイオマスチッ

プ用の木材が不足している。 

農業協同組合 

草生栽培、たい肥の活用、剪定枝の炭化等を推進しているほ

か、「4 パーミル・イニシアチブ」、「やまなし GAP」の普及を行っ

ている。耕作放棄地が増加しているため、再生、再活用等に向け

た取り組みを行っている。 
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事業者ヒアリング 結果全体のまとめ 

以下にヒアリング結果をまとめ、本計画で示す施策の基本方針との関係を   

示した。 

 

（１）環境保全・地球温暖化防止の取り組み 

建設業や運送業、製造業では、廃棄物の削減や資材の再資源化・再利用化、事務

所の LED 化等、積極的に取り組みが行われていた。今後、電気自動車や太陽光発

電の導入を検討している事業者もあるが、費用や技術的な面で難しい部分もある

ため、事業者と行政が連携し、取り組みを進める必要がある。 

 

⇒基本方針③ 地域循環共生圏の形成 

⇒基本方針⑤ 気候変動への対応 

 

（２）農業の発展・ブランドの保全 

本市ではブドウをはじめとする果実栽培が盛んであり、数多くのワイナリーが点

在している。各ワイナリーでも、草生栽培や剪定枝の炭化、設備の省力化、ボトルの

軽量化等、様々な取り組みを行っており、それが商品価値向上にもつながることを

伺った。今後も市や農業協同組合と連携した、景観やブランドの保全への取り組み

を進める必要がある。 

 

⇒基本方針② 景観・生活環境の保全 

⇒基本方針④ 環境教育の推進 

 

（３）森林資源の活用 

  山梨県内には木材バイオマスチップの販売を行っている製材業者があり、再生

可能エネルギーであるバイオマス発電所等にチップを供給している。 

 

⇒基本方針① 豊かな自然との共生 

⇒基本方針③ 地域循環共生圏の形成 
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事業者ヒアリング調査結果 

 

 

 

業種 
環境保全・地球温暖

化防止の取り組み 

将来的な環境活動の

取り組み 
課題・その他 

建設業 

・説明会や営業資料等

で使用するプラスチッ

ク製のクリアファイルを

「紙製」のファイルに置

き換え、海洋汚染の防

止に貢献 

・やまなし SDGs 推進

企業の認定を取得。 

・関連会社においても、

廃棄物の削減に努めて

おり、コスト減にもつな

がる 

・建設資材等のリサイクル

を促進し、産業廃棄物の

発生を抑制するために、

限りある資材の有効活用

に取り組む 

・将来的には、電気自動車

の活用も検討 

・社員全員が、地球温

暖化防止や環境保全

に取り組む姿勢を持

つよう、会社として細

かく具体的な目標を

立てていくことが必

要 

運送業 

・山梨県の自動車環境

計画に基づき目標を立

て取り組みを実施 

・車両の順次更新と、余

分な運転の削減 

・資材の再資源化・再利

用の推進 

・名刺に石から生まれた

素材を採用（100 枚で

約 10Lの水削減効果） 

・事務所の LED 化推

進、太陽光発電の設置

（FIT売電） 

・ISO14001の推進 

・フードバンクとして、水

備蓄の更新分を寄付 

・事業活動における課題

がクリアされ、EV トラッ

ク等が安価で普及する世

の中になれば、活用・推進

していきたい 

・燃料費のコスト増、

運転手の確保等の人

材採用が課題 

 

製造業 

・毎年 CO₂削減目標を

掲げ取り組みを推進し

ている 

・エコアクション 21 の

認定を取得 

・電力・廃棄物・水・ガソ

リン軽油の削減 

・月１全社員による近隣

の公園清掃を実施 

・太陽光パネルを設置 

・約２０年前に太陽光パネ

ルを設置しており、今後

更新を検討中 

・廃プラスチックの廃

棄先が、国内でなくな

りつつある 

・本市の処分場がなく

なり不便。不法投棄の

懸念も感じる 

・人材採用が困難 

・事業者向けのパネル

処分の補助金を希望 

 

 

 

 

【対象事業者数】 8社 
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業種 
環境保全・地球温暖

化防止の取り組み 

将来的な環境活動の

取り組み 
課題・その他 

大手 

ワイナリー 

・ 使 用電力を再エネ

100％に転換 

・廃水処理設備・製造工

程改善により消費電力

量を削減 

・ボイラー運転の効率化

により、LPG 使用量を

削減 

・数年後のボイラー更新

時に、ボイラー台数と

LPG使用量削減を予定 

・排熱利用型コンプレッサ

ー導入により、温水熱利

用を推進しボイラーの効

率を上げ、余剰温水を設

備洗浄用に活用 

・ヒートポンプの導入を検

討 

・太陽光パネル設置によ

る自家発電を検討（薄型

軽量で効率改善された太

陽光パネルの普及を期

待） 

・日本の少子高齢化に

より、製品出荷額が減

少していくことが予測

される中、安定した収

益を得られる体制の

構築が大きな課題 

・豊かなブドウ資源に

満足しているが、甲州

ブドウの収穫量が減

少しており、確保が

年々困難となってき

ている 

・省エネを前提とした

事業者向けの設備導

入補助金を希望 

地場 

ワイナリー 

・海外向け、特にヨーロ

ッパ向けでは、環境に

配慮した商品でなけれ

ば受け入れられない（国

内では問題ない合成コ

ルクや、重いボトルは評

価されない） 

・オーガニックワインの

拡大や、ボトルの軽量化

に取り組んでいる 

・今後も海外向けの環境

に配慮した商品製造に努

める 

・地産地消は素晴らし

い取り組みだが、それ

以前に、信頼を得るこ

と・ブランド・商品の価

値がなければ継続で

きないと考える 

・国の規制緩和により

農地の下限面積の規

制がなくなり、質やブ

ランドが低下すること

を危惧 

製材業 

・製紙用チップの販売

（8～9 割）、木質バイオ

マスチップの販売（1～

2割）を行っている 

・上記の販売比率を逆

転させバイオマスチップ

用を主にする想定であ

ったが、山梨県内にバイ

オマス発電所が 4 カ所

と想定より過多となり、

バイオマスチップ用の木

材が足りず、販売比率

が変わっていない 

・木材の値段の高騰は今

後収まることが想定され

ているが、光熱費等他の

経費が高騰しているた

め、安定した値段で安定

した供給ができるように

なる時期は不明 

・原木価格、光熱費等

の経費高騰、木材の安

定確保が課題 

農業協同組合 

・草生栽培、たい肥の活

用、剪定枝の炭化等を

推進・指導している 

・「4 パーミル・イニシア

チブ」、「山梨ギャップ」

の普及（シールの貼り付

けや広報等） 

・炭化機の導入推進（炭化

機購入の補助金として、

購入金額の半額の 3 万

円を補助） 

・「4 パーミル・イニシアチ

ブ」、「山梨ギャップ」等、

山梨県が推進する環境に

優しい認証を推進 

・「4 パーミル・イニシ

アチブ」、「山梨ギャッ

プ」は「SDGs」ほど認

知されていないため、

県全体で告知してほ

しい 

・耕作放棄地が増加し

ているため、再生、再

活用等に向けた取り

組みを行っている 

 

※上記の他、市外のボイラー製造販売会社にヒアリング実施 
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2 「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して 

本市は、『広報こうしゅう』（令和4年８月号～令和５年１２月号）で「ゼロカーボン

シティ甲州を目指して」を連載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和 4年８月号 
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『広報こうしゅう』 令和 4年 9月号 

出典：『広報こうしゅう』 
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 出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和 4年 10月号 
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出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和 4年 1１月号 

COOL CHOICE ロゴマーク 
出典：「COOL CHOICE」ウェブサイト 
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 出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和 4年 1２月号 
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『広報こうしゅう』 令和５年 1月号 

出典：『広報こうしゅう』 
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『広報こうしゅう』 令和５年２月号 

出典：『広報こうしゅう』 
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『広報こうしゅう』 令和５年３月号 

出典：『広報こうしゅう』 
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出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和５年４月号 
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出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和５年５月号 
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 出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和５年６月号 
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 出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和５年７月号 



 

96 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和５年８月号 
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 出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和５年９月号 
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 出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和５年 10月号 
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 出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和５年 11月号 
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出典：『広報こうしゅう』 

 

『広報こうしゅう』 令和５年 12月号 
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3 用語集 

 

  

行 用語 解説 

A 

｜ 

Z 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

BAU 

(現状すう勢 

ケース) 

現在実施している温暖化対策のままで、今後追加的な対策を見込ま

ないケース。 

BCP 

(事業継続計画) 

万が一、地震等の自然災害、感染症の蔓延、テロ等の大事件が発生

しても、重要な事業を中断させない。または、中断した際も可能な

限り短い期間で復旧させる為の方針体制、手順等を示した計画。 

COP 

(気候変動枠組条

約締約国会議） 

「気候変動枠組条約」に賛同した国々が参加する1年に1回開催さ

れる会議。条約の目的達成に向けて「京都議定書」、「パリ協定」

が具体的な枠組みとして定められた。 

EMS 

(エネルギー 

マネジメント 

システム) 

センサーやIT技術を駆使した電力消費量の見える化（可視化）や、

再生可能エネルギーや蓄電池の機器の制御により効率的なエネルギ

ーの管理・制御を行うシステム。用途に応じて、BEMS（ビル）、

HEMS（家庭）、FEMS（製造業）、VEMS（農業）等がある。 

EV 

(電気自動車) 

蓄電池に蓄えた電気でモーターを回転させて走る自動車。走行中に

二酸化炭素や排気ガスを出さない、騒音が少ない等のメリットがあ

る。 

FCV 

(燃料電池 

自動車) 

燃料電池内で、水素と酸素が化学反応することで発電した電気エネ

ルギーでモーターを回して走る自動車。水素ステーションで水素、

空気中から酸素を補給する。 

FIP 

(フィードイン 

プレミアム) 

「基準価格」と市場価格等によって設定された「参照価格」の差分

を「プレミアム」として再エネ事業者がもらう制度。再エネ発電事

業者は、電気を売った価格にプレミアムが上乗せされた合計分を収

入として受け取ることができる。 

FIT 

(固定価格 

買取制度) 

再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社が一定価格で一定

期間買い取ることを国が約束する制度。 

IPCC 

(国連気候変動に

関する政府間 

パネル) 

人為起源による気候変化、影響、適応及び緩和策に関し、科学的、

技術的、社会経済学的な見地から包括的な評価を行うことを目的と

し、昭和63（1988）年に国連環境計画（UNEP）と世界気象機関

（WMO）により設立された組織。 
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行 用語 解説 

A 

｜ 

Z 
PPA モデル 

(電力販売契約) 

企業・自治体が保有する施設の屋根や遊休地をPPA事業者が借

り、無償で発電設備を設置し、発電した電気を企業・自治体が施

設で使うことで、電気料⾦とCO2排出の削減ができる。設備の所

有は第三者（事業者または別の出資者）が持つ形となるため、資

産保有をすることなく再エネ利用が実現できる。 

SDGｓ 

(持続可能な 

開発目標) 

2015年９月の国連サミット加盟国の全会一致で採択された「持続

可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された、17のゴー

ル、169のターゲットから構成される、2030年までに持続可能で

よりよい世界を目指す国際目標。 

UNFCCC 

(国連気候変動 

枠組条約) 

大気中の温室効果ガスの濃度の安定化を究極的な目的とし、気候

変動がもたらす悪影響を防止するための国際的な枠組みを定めた

条約。197カ国・地域が締結・参加している。 

ZEB 

(ネット・ゼロ・

エネルギー・ 

ビル) 

「ゼブ」と呼び、断熱性能を高めること、省エネ、創エネを通し

て、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロ以下にす

ることを目指した建物。 

ZEH 

(ネット・ゼロ・

エネルギー・ 

ハウス) 

「ゼッチ」と呼び、断熱性能を高めること、省エネ、創エネを通

して、年間の家庭で消費するエネルギー量の収支をゼロ以下にす

る住宅。 

あ 

エコツーリズム 

地域ぐるみで自然環境や歴史文化等、地域固有の魅力を観光客に

伝えることにより、その価値や大切さが理解され、保全につなが

っていくことを目指していく仕組み。 

温室効果ガス 

温室効果をもたらす大気中に拡散された気体のこと。産業革命以

降、代表的な温室効果ガスである二酸化炭素やメタンのほかフロ

ンガス等の大気中の濃度が、人為的な活動により増加傾向にあ

る。京都議定書では、温暖化防止のため、二酸化炭素、メタン、

一酸化二窒素のほか代替フロン等ガス（HFC類、PFC類、SF6 ）が

削減対象の温室効果ガスと定められた。 

か 

環境教育 

持続可能な社会の構築を目指して、家庭、学校、職場、地域その

他のあらゆる場において、環境と社会、経済及び文化とのつなが

りその他環境の保全についての理解を深めるために行われる環境

の保全に関する教育及び学習。 
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行 用語 解説 

か 

気候変動 

大気の組成を変化させる人間活動に直接または間接に起因する気

候変化のことで、それと同程度の長さの期間にわたって観測され

る自然現象に加えて生じるもの。近年では、地球温暖化と同義語

として用いられることが多い。 

さ 
 再生可能 

エネルギー 

資源に限りのある化石燃料とは異なり、一度使用しても比較的短

期間に再生が可能で繰り返し利用できるエネルギー。太陽光・風

力・水力等がある。 

自然冷媒 

ヒートポンプ 

給湯器 

エコキュートと呼ばれている。エコキュートはヒートポンプ技術

を利用してお湯をつくる高効率給湯機。ヒートポンプは熱を移動

させる技術で、空気の熱をくみあげて給湯に必要な熱をつくるこ

とである。空気の熱を利用するので、１の投入エネルギーに対し

て３の熱エネルギーを得ることができる。 

省エネ 
石油、石炭、天然ガス等限りあるエネルギーが無くなってしまう

ことを防ぐため、エネルギーを効率よく使うこと。 

森林吸収 

森林を構成する樹木が、光合成により二酸化炭素を吸収するとと

もに、酸素を発生させながら炭素を蓄えること。吸収量は、樹種

や林齢によって異なる。 

3R 

Reduce：ごみを減らす、Reuse：ものを再使用する、Recycle：

資源として再生利用する、これらの頭文字をとって「３Ｒ(スリ

ーアール)」と呼ぶ。 

ゼロカーボン 

温室効果ガスの「排出量」から、植林、森林管理等による「吸収

量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすること。カーボンニ

ュートラルとも呼ばれる。 

ゼロカーボン 

シティ 

2050年に温室効果ガス又は二酸化炭素の排出量を実質ゼロにす

ることを宣言した地方自治体のこと。 

創エネ 

太陽光や風力、地熱等の自然エネルギーや火力発電から発生する

CO2 を減らす技術、水素エネルギー技術等の低炭素エネルギー技

術を開発し普及させること。 

た 

 
 

太陽光発電 
太陽光の光エネルギーを、太陽電池を用いて直接的に電力に変換

する発電方式。 

太陽熱 
太陽の熱を使って温水や温風を作り、給湯や冷暖房に利用するシ

ステム。 
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行 用語 解説 

た 
脱炭素 

地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出を防ぐため、石炭や石

油等の化石燃料からの脱却を目指すこと。  

地域循環共生圏 

各地域が美しい自然景観等の地域資源を最大限活用しながら自

立・分散型の社会を形成しつつ、地域の特性に応じて資源を補完

し支え合うことにより、地域の活力が最大限に発揮されることを

目指す考え方。 

蓄エネ 

エネルギー貯蔵技術。出力が変動してしまう自然エネルギーを使

いこなすための必須の技術として、大容量化や低コスト化の技術

開発を促進することが必要とされている。 

蓄電池 

電気を蓄えておくことのできる装置。例えば、太陽光発電では、

昼に作った電気を蓄えておき、夜や非常時に使用することができ

る。 

地中熱 

浅い地盤中に存在する低温の熱エネルギー。 

大気の温度に対して、地中の温度は地下10～15mの深さになる

と、年間を通して温度の変化が見られなくなる。そのため、夏場

は外気温度よりも地中温度が低く、冬場は外気温度よりも地中温

度が高いことから、この温度差を利用して効率的な冷暖房等を行

う。 

は 

4 パーミル・ 

イニシアチブ 

世界の土壌表層の炭素量を年間0.4%（4パーミル）増加させるこ

とができれば、人間の経済活動等によって増加する大気中の二酸

化炭素を実質ゼロにすることができるという考え方で、農業分野

から脱炭素社会の実現を目指す取り組み。 

ま 

木質バイオマス 

木材からなるバイオマスのこと。主に、森林を伐採したときに発

生する枝・葉等の林地未利用材や、製材工場等から発生する樹皮

やおがくず等の製材工場端材、住宅の建設や解体の際に発生する

建設発生材等がある。 
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